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県立南会津高等学校の県立南会津高等学校の
校歌をご存じですか？校歌をご存じですか？
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今月の表紙
県立南会津高等学校の校歌は
古関裕而氏が作曲されました

生徒の皆さんは歴史ある校歌に
どんな思いを抱いているのでしょうか

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
毎
朝
放
送
さ
れ
て
い
る

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
エ
ー
ル
」
を

ご
存
じ
で
す
か
。

　

時
は
日
本
が
生
糸
の
輸
出
量
世
界
一

と
な
っ
た
明
治
42
年
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
舞
台
は
、
福
島
の
老
舗
呉

服
店
。
急
速
に
進
む
近
代
化
の
波
に

大
慌
て
で
対
応
す
る
古こ
や
ま山
家
に
、

主
人
公
の
「
裕ゆ
う
い
ち一
」
は
誕
生
し
ま
す
。

　

少
々
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
、
周
り

か
ら
取
り
柄
が
な
い
子
ど
も
だ
と

思
わ
れ
て
い
た
「
裕
一
」。
気
弱
で

い
じ
め
に
合
う
少
年
時
代
を
過
ご
し

ま
す
が
、
音
楽
に
出
会
っ
た
瞬
間
に

彼
の
人
生
は
一
変
し
ま
す
。

　

音
楽
に
触
れ
る
喜
び
に
目
覚
め
、

独
学
で
作
曲
に
取
り
組
む
「
裕
一
」

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
を

　 

ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

は
、
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
秘
め
た

才
能
を
開
花
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
音

楽
の
道
を
一
度
あ
き
ら
め
か
け
ま
す

が
、
妻
「
音お
と
」
の
支
え
に
よ
り
不
遇

の
時
代
を
乗
り
越
え
、
数
多
く
の

ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み
出
し
て
い
く
物
語

で
す
。

　

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
エ
ー
ル
」
に

原
作
本
は
な
く
、
完
全
な
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
で
す
。
た
だ
し
、
主
人
公
の

「
古
山
裕
一
」
に
は
、
モ
デ
ル
と

な
っ
た
人
物
が
い
ま
す
。そ
れ
は
、

福
島
県
が
生
ん
だ
名
作
曲
家
「
古こ

せ
き関

裕ゆ
う
じ而

（
本
名
・
古
関
勇
治
）」
氏
で
す
。

　
「
古
関
裕
而
」
は
、
明
治
42
年
に

福
島
市
大
町
に
生
ま
れ
、
昭
和
５
年

９
月
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
㈱
に
作
曲

家
と
し
て
入
社
し
て
以
来
、
多
く
の

作
品
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
作

曲
作
品
総
数
は
、
５
０
０
０
曲
に
も

及
び
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
・

歌
謡
曲
・
演
劇
・
校
歌
・
社
歌
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

一
途
に
作
曲
に
取
り
組
ん
で
き
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
44
年
に
は

紫
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

「
古
山
裕
一
」
の
モ
デ
ル
っ
て

　 

　
　
　
　
誰
な
ん
だ
ろ
う
？

な
ぜ「
古
関
裕
而
」
を

　
　
　
　 

取
り
上
げ
る
の
か
？

ら
ず
全
国
各
学
校
の
校
歌
や
応
援
歌

を
作
曲
し
、
多
く
の
感
動
を
与
え
て

き
ま
し
た
。
手
が
け
た
校
歌
や
応
援

歌
は
全
国
で
３
０
０
を
超
え
、
県
内

で
も
１
０
０
を
超
え
る
曲
が
生
み
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
の
一
曲
が
、
福
島
県
立

南
会
西
部
高
等
学
校
（
現
南
会
津
高

等
学
校
）
の
校
歌
で
す
。
ご
存
じ
な

い
方
も
意
外
と
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
校
歌
の
生
い
立

ち
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

晩 年 の 古 関 裕 而 氏
（ 福 島 市  古 関 裕 而 記 念 館 よ り 提 供 ）

　 P R O F I L E
明 治 4 2 年 　 福 島 市 大 町 に 生 ま れ る
昭 和   2 年 　 作 曲 に あ た り ペ ン ネ ー ム を「 裕 而 」 と
　 　 　 　 　  つ け る
昭 和   4 年 　 舞 踊 組 曲「 竹 取 物 語 」 な ど を ロ ン ド ン
　 　 　 　 　  の 作 曲 コ ン ク ー ル に 応 募 し 、 入 選
昭 和   5 年 　 日本コロムビア㈱に作曲家として入社
昭 和   6 年 　 早 大 応 援 歌「 紺 碧 の 空 」や「 福 島 行 進 曲 」
　 　 　 　 　  を 作 曲
昭 和 1 1 年 以 降 　
　 　 　 　 　「 大 阪 タ イ ガ ー ス の 歌（ 六 甲 お ろ し ）」
　 　 　 　 　「露営の歌」「暁に祈る」な ど を 作 曲
昭 和 2 2 年 以 降
　 　 　 　 　  菊 田 一 夫 と の コ ン ビ で ラ ジ オ ド ラ マ
　 　 　 　 　  の 主 題 歌 を 次 々 に 作 曲
昭 和 2 3 年 　 全 国 高 等 学 校 野 球 大 会 の 歌「 栄 冠 は 君
　 　 　 　 　  に 輝 く 」 を 作 曲
昭 和 3 1 年 　 福 島 県 立 南 会 西 部 高 等 学 校（ 現 南 会 津
　 　 　 　 　  高 等 学 校 ） の 校 歌 を 作 曲
昭 和 3 9 年 　 東京オリンピック行進曲「オリンピック・
　　　　　　マ ー チ 」 を 作 曲
昭 和 4 4 年 　 紫 綬 褒 章 受 章
昭 和 4 7 年 　 札幌冬季オリンピックに合わせ「純白の
　 　 　 　 　  大 地 」 を 作 曲
昭 和 6 1 年 　 作 曲 家 生 活 か ら 引 退
平 成 元 年 　 生 涯 を 閉 じ る

　
「
古
関
裕
而
」
は
、
東
京
で
の
音

楽
活
動
の
ほ
か
に
、
福
島
県
の
み
な

南 郷 地 域 に 息 づ く南 郷 地 域 に 息 づ く
古 関 裕 而 の メ ロ デ ィ ー古 関 裕 而 の メ ロ デ ィ ー

県 立 南 会 津 高 等 学 校 の
校 歌 を ご 存 じ で す か ？
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校
歌
の
生
い
立
ち

　

終
戦
間
も
な
い
昭
和
22
年
3
月
に
学
制
改

革
に
よ
る
教
育
課
程
の
大
規
模
な
改
変
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
６
・
３
・
３
・
４
制

へ
の
変
更
で
あ
り
、
小
学
校
6
年
・
中
学
校

3
年
の
義
務
教
育
に
加
え
、
高
等
学
校
3
年

と
大
学
4
年
の
高
等
教
育
の
場
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

県
立
南
会
津
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
県

立
南
会
西
部
高
等
学
校
が
開
設
し
た
の
は
、

昭
和
23
年
7
月
31
日
。
会
津
若
松
ま
で
出
な

け
れ
ば
高
等
学
校
へ
入
学
で
き
な
い
時
代
か

ら
解
放
さ
れ
、
子
を
持
つ
家
庭
に
と
っ
て
は

計
り
知
れ
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

開
設
当
初
は
教
員
の
採
用
や
教
具
・
教
材

の
整
備
も
不
十
分
で
、「
無
」
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
っ
た
と
、
初
代
校
長
の
玉
川
春
雄
氏

は
文
章
に
し
た
た
め
て
い
ま
す
。

　

学
制
改
革
に
伴
い
、
全
国
各
地
で
高
等
学

校
が
開
設
さ
れ
た
た
め
、
十
分
な
予
算
は
割

り
当
て
ら
れ
ず
、
当
時
は
苦
し
い
学
校
運
営

学
制
改
革
に
よ
る

　
　
　
　

  

高
等
学
校
の
開
設

順
風
満
帆
に
は
程
遠
く

　
　
　
　

  

苦
し
い
学
校
運
営

が
続
い
て
い
ま
し
た
。当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

校
歌
制
定
に
割
く
お
金
も
な
く
、
学
校
開
設

か
ら
の
約
8
年
間
は
校
歌
が
制
定
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

人
の
つ
な
が
り
に
よ
り

　
　
　

  

生
み
出
さ
れ
た
校
歌

　

旧
南
郷
村
農
業
協
同
組
合
長
を
務
め
た
斎

藤
賢
氏
の
回
想
記
に
よ
れ
ば
、「
作
家
の
梁

取
三さ
ん
ぎ義
氏
（
現
只
見
町
布
沢
出
身
）
に
校
歌

の
実
情
を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
校
歌
の
作
詞

を
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
た
経
過
が
あ
り
、

作
曲
は
友
人
の
古
関
裕
而
氏
と
ま
で
約
束
し

て
く
れ
た
」と
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
作
詞
料
・
作
曲
料
は
高

額
に
な
る
は
ず
で
す
が
、
梁
取
・
古
関
両
氏

が
安
価
な
金
額
で
請
け
負
っ
て
く
れ
た
こ
と

も
回
想
記
に
は
併
記
さ
れ
、
後
に
当
時
の
生

徒
た
ち
が
山
菜
取
り
で
稼
い
だ
お
金
と
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
の
寄
付
金
を
合
わ
せ
た
金
額
を
、

お
二
人
に
届
け
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残

っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
か
ら
約
1
年
後
の
昭
和
31
年
12
月
に

県
立
南
会
西
部
高
等
学
校
の
校
歌
は
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
35
年
4
月
に
県
立
南
会
津

高
等
学
校
へ
の
改
称
を
経
て
、
現
在
の
校
歌

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

県
立
南
会
津
高
等
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
校
歌
を
試
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
試
聴
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

～ 当 時 を プ レ イ バ ッ ク ～

校 歌 が 制 定 さ れ た 昭 和 3 1 年 当 時 の
県 立 南 会 西 部 高 等 学 校

昭 和 3 1 年 当 時 の 生 徒 た ち

 

県
立
南
会
津
高
等
学
校　

校
長　

　
　
　
　

橋
本  

忠
広　

さ
ん

 

県
立
南
会
津
高
等
学
校　

生
徒
会
長

　
　
　
　

桑
田  

真
帆　

さ
ん

　

私
も
今
話
題
の
「
エ
ー
ル
」
を
楽
し
み
に

見
て
お
り
ま
す
。
本
校
校
歌
の
作
曲
を
し
て

い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
新
鮮
な
気
持

ち
で
校
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま
す
が
、
出
だ

し
は
穏
や
か
で
、
次
第
に
盛
り
上
が
り
、
サ

ビ
の
部
分
で
は
と
て
も
高
揚
し
た
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
曲
で
す
。
本
校
同

窓
生
６
５
０
０
人
の
誇
り
で
す
。
古
関
裕
而

先
生
に
心
よ
り
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

古
関
先
生
が
作
曲
さ
れ
た
経
緯
は
、
作
詞

を
担
当
し
た
梁
取
三
義
氏
か
ら
の
紹
介
で
あ

っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
梁
取
氏
は
、
南
会

津
を
舞
台
に
し
た
「
伊
南
川
の
ほ
と
り
」
と

い
う
小
説
を
残
し
て
い
ま
す
。
本
校
の
図
書

館
に
も
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
初
期
の

南
会
津
の
若
者
の
愛
と
友
情
を
描
い
た
ほ
っ

こ
り
す
る
青
春
小
説
で
す
。
こ
ち
ら
の
作
品

も
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
本
校
校
歌
の
味

わ
い
も
ま
た
ひ
と
つ
深
ま
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

私
が
校
歌
で
一
番
好
き
な
歌
詞
は
、
高
い

目
標
を
掲
げ
て
勉
学
に
励
み
、
努
力
を
実
ら

せ
る
生
徒
の
姿
を
、
東
北
一
の
高
さ
を
誇
る

燧
ケ
岳
よ
り
も
高
い
雲
に
喩た
と

え
た
、
二
番
の

「
燧
嶽
に
湧
き
出
ず
る
雲 

か
か
げ
る
理
想 

花
咲
く
文
化
」
で
す
。

　

特
に
終
業
式
で
の
校
歌
斉
唱
は
、
歌
詞
の

よ
う
な
生
徒
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
か
、

学
期
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
明
る
く
伸
び
や

か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
歌
え
る
の
で
、

私
に
と
っ
て
密
か
な
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
の
校
歌
は
、
二
番
の
後
に
間

奏
が
入
る
の
で
、
古
関
裕
而
さ
ん
の
曲
の
特

徴
で
も
あ
る
上
品
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も

魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

私
た
ち
と
同
じ
福
島
県
出
身
の
古
関
裕
而

さ
ん
が
、
生
涯
で
作
曲
し
た
５
０
０
０
曲
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
、
次
の
世
代
へ

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

インタビュー「校歌への思い」

が歌い継がれて
校歌

63年63年

県 立 南 会 津 高 等 学 校 の
校 歌 を ご 存 じ で す か ？
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全
国
新
酒
鑑
評
会
は
、
（独）
酒
類

総
合
研
究
所
と
日
本
酒
造
組

合
中
央
会
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

そ
の
年
に
製
造
さ
れ
た
清
酒
を

全
国
的
に
調
査
研
究
す
る
こ

と
で
、
製
造
技
術
と
酒
質
の
現
状

お
よ
び
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
清

酒
の
品
質
や
製
造
技
術
の
向
上
に

加
え
、
国
民
の
清
酒
に
対
す
る
認

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
全
国
規
模
で
開
催
さ
れ

る
唯
一
の
鑑
評
会
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
清
酒
の
品
質
や
製
造
技

術
の
向
上
に
果
た
す
役
割
は
、
極

め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
さ
れ

ま
す
。

令
和
元
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会

は
、
４
月
22
日
（
水
）
か
ら

24
日
（
金
）
ま
で
の
３
日
間
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
８
５
０
点
の
出

品
が
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
か
ら
、
金
賞
を
決
め

ず
、
予
審
を
通
じ
て
入
賞
の
み
を

選
定
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。
明

治
44
年
に
第
１
回
鑑
評
会
が
開
催

さ
れ
て
以
来
、
今
回
が
１
０
８
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
予
審

の
み
の
実
施
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

５
月
22
日
（
金
）
に
審
査
結
果

が
公
表
さ
れ
、
南
会
津
町

４
蔵
元
か
ら
の
出
品
酒
も
全
て
入

賞
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
に
創
業

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
花
泉
酒
造

㈴
も
、
初
め
て
の
出
品
な
が
ら
見

事
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
　

令
和
元
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史
上
初
の
４
蔵
元
入
賞

祝
　
　

令
和
２
年
福
島
県
春
季
鑑
評
会
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
す

祝も
う
一
つ
、
明
る
い
話
題
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
毎
年
春
季

と
秋
季
の
２
回
、
福
島
県
酒
造
組

合
の
主
催
に
よ
る
鑑
評
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、「
吟
醸

酒
の
部
」「
純
米
酒
の
部
」「
夢

の
香
の
部
」
と
、
３
つ
の
部
門
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

夢
の
香
と
は
、
福
島
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
酒
米
（
酒

造
好
適
米
）。
酒
造
り
に
適
し
た
品

種
を
開
発
す
る
た
め
に
、
福
島
県

農
業
試
験
場
が
10
年
の
歳
月
を
か

け
て
生
み
出
し
た
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

心
白
（
米
の
中
心
部
の
白
濁
し

て
い
る
部
分
）
を
多
く
有
す

る
大
粒
米
で
、
吸
水
性
が
よ
く
、

醪も
ろ
み

（
発
酵
し
て
ド
ロ
ド
ロ
の
状

態
）
の
中
で
溶
け
や
す
い
軟
質
性

が
特
徴
で
す
。

令
和
２
年
福
島
県
春
季
鑑
評
会

は
、
３
月
16
日
（
月
）
に
会

津
若
松
市
内
で
開
催
さ
れ
、「
吟
醸

酒
の
部
」
に
96
点
、「
純
米
酒
の
部
」

に
66
点
、「
夢
の
香
の
部
」
に
20
点
、

そ
れ
ぞ
れ
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

南
会
津
町
か
ら
は
３
蔵
元
が
出

品
し
、
各
部
門
で
素
晴
ら
し

い
成
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
各
部

門
の
成
績
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
吟
醸
酒
の
部

県
知
事
賞

　

会
津
酒
造
「
大
吟
醸　

田
島
」

金　
　

賞　

　

開
当
男
山
酒
造

               　

 

「
大
吟
醸　

開
当
男
山
」

　

国
権
酒
造
「
特
撰
大
吟
醸　

國
権
」

■
純
米
酒
の
部

県
知
事
賞

　

国
権
酒
造
「
純
米
大
吟
醸　

國
権
」

金　
　

賞

　

会
津
酒
造
「
純
米
大
吟
醸　

会
津
」

■
夢
の
香
の
部

金　
　

賞

　

会
津
酒
造
「
山
の
井
」

　

国
権
酒
造
「
夢
の
香
」

夏
本
番
、「
冷
酒
」
が
お
い
し

い
季
節
で
す
。
家
族
や
同
僚
、

友
人
と
身
近
に
あ
る
美
味
し
い
日
本

酒
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。
た
だ
し
…
飲
み
す
ぎ
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
ね
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
全
国
新
酒
鑑
評
会
の

決
審
が
中
止
に
な
り
、
残
念
な
が
ら

13
年
連
続
金
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
南

会
津
町
4
蔵
元
全
て
入
賞
と
い
う
、

県
内
他
地
域
に
は
な
い
結
果
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
の

春
季
鑑
評
会
で
も
純
米
酒
の
部
で
、

県
知
事
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
ご
贔
屓
の
賜
物

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

3
年
前
か
ら
全
量
酒
造
好
適
米
に

よ
る
酒
造
り
に
励
み
、
そ
の
う
ち
南

会
津
産
米
の
比
率
が
6
割
を
超
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら

新
た
に
「
福
の
香
」
と
い
う
品
種
が

福
島
県
で
開
発
さ
れ
、
使
用
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
福
の
香
」
が
南
会
津

で
も
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

積
極
的
に
使
用
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
当
地
の
米
を
増
や
し
、
少

し
で
も
地
元
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

国
権
酒
造
㈱ 

代
表
取
締
役

　
　

細
井 

信
浩　

さ
ん

　

初
の
出
品
で
初
の
入
賞
は
素
直
に

嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
南
会
津
産

米
１
０
０
％
使
用
、
福
島
県
酵
母
で

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
南
会
津
の

土
地
・
地
域
の
良
さ
を
証
明
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
土
地
は
最

高
の
宝
物
で
す
。
酒
造
り
は
一
人
で

は
で
き
ず
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
初
め
て
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
へ

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
が
成
功
だ
と
は
感

じ
て
い
ま
せ
ん
。「
酒
造
り
に
成
功

は
訪
れ
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
状

で
満
足
せ
ず
、
勉
強
と
研
究
に
励
み

ま
す
。
酒
造
り
は
、
根
気
や
熱
意
、

体
力
と
健
康
が
必
要
で
す
。
常
識
に

と
ら
わ
れ
ず
、
や
っ
て
み
な
き
ゃ
分

か
ら
な
い
。

　

今
後
も
弊
社
は
常
に
前
を
向
き
、

考
え
や
心
の
限
界
を
持
た
ず
、
常
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
所
存
で
す
。
南
会

津
・
会
津
・
福
島
の
良
さ
を
全
国
や

世
界
に
広
め
て
い
け
る
よ
う
進
ん
で

い
き
ま
す
。

花
泉
酒
造
㈴ 
代
表
社
員

　
　

星　

 　

誠　

さ
ん

　

福
島
県
春
季
鑑
評
会
で
は
、
会
津

酒
造
と
し
て
２
つ
の
初
め
て
が
あ
り

ま
し
た
。
３
部
門
全
て
で
金
賞
を
受

賞
す
る
と
と
も
に
、「
大
吟
醸
田
島
」

が
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
は
、

金
賞
ま
で
の
審
査
は
行
わ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
津
酒
造
を
支
え
て
く
だ

さ
る
全
て
の
方
々
、
そ
し
て
蔵
人

全
員
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結
果
で

あ
り
、
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
世
界
中
が
大
変
な
状
況
と

な
り
、
ま
だ
先
が
見
え
な
い
状
況
で

す
。
会
津
酒
造
と
し
て
今
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
未
来
の
酒
造
り
の
た

め
に
、
酒
質
向
上
の
た
め
に
、
過
去

の
酒
造
り
の
行
程
や
デ
ー
タ
を
見
直

し
、
進
化
し
て
い
き
た
い
。
い
つ
か

支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
、
恩
返

し
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

会
津
酒
造
㈱ 

代
表
取
締
役

　
　

渡
部 

景
大　

さ
ん

　

全
国
新
酒
鑑
評
会
は
、
各
酒
蔵
の

製
造
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
入
賞
酒

の
み
の
審
査
で
し
た
が
、
南
会
津
町

の
４
蔵
と
も
入
賞
で
き
た
こ
と
は
、

私
た
ち
造
り
手
の
励
み
と
な
っ
た
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
南
会
津
町
の
４
蔵

が
高
い
酒
造
技
術
を
持
つ
こ
と
を
認

識
し
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
酒

造
り
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
日
本
酒
の
需
要
が
激
減
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
日

本
酒
市
場
が
変
化
し
て
い
く
の
か
を

見
極
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
製
造

技
術
を
生
か
し
、「
と
に
か
く
う
ま

い
！
」
と
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
新
し
い
時
代
に
向
け
た
酒
造
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

開
当
男
山
酒
造 

醸
造
元

　
　

渡
部 

謙
一　

さ
ん

 

４
蔵
の
代
表
銘
柄
を
ご
紹
介

会
津
酒
造
株
式
会
社

■
大
吟
醸  

田
島

　

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
吟
醸
香

　

ま
ろ
や
か
で
す
っ
き
り
な
味
わ
い

■
純
米
大
吟
醸  

会
津

　　

米
の
甘
み
と
爽
や
か
な
香
り

　

口
当
た
り
が
柔
ら
か
い

開
当
男
山
酒
造  

渡
部
謙
一
醸
造
元

■
大
吟
醸  

開
当
男
山

　

ほ
の
か
で
上
品
な
香
り

　

柔
ら
か
で
さ
ら
り
と
し
た
喉
ご
し

■
開
当
男
山  

純
米
酒

　

米
か
ら
醸
し
出
さ
れ
た
ふ
く
ら
み

　

ま
ろ
や
か
な
味
わ
い

 

４
蔵
の
代
表
銘
柄
を
ご
紹
介

国
権
酒
造
株
式
会
社

■
特
撰
大
吟
醸  

國
権

　

み
ず
み
ず
し
く
華
や
か
な
香
り

　

柔
ら
か
で
き
め
細
か
い
口
当
た
り

■
純
米
大
吟
醸  

國
権

　　

ほ
ん
の
り
甘
み
を
伴
う
柔
ら
か
さ

　

キ
リ
リ
と
し
た
上
品
な
後
味

花
泉
酒
造
合
名
会
社

■
創
業
百
周
年
記
念
醸
造
酒　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

純
米
大
吟
醸

　

果
実
の
よ
う
な
華
や
か
な
香
り

　

も
ち
米
の
や
さ
し
さ
が
広
が
る

■
花
泉  

吟
醸
酒

　

濃
厚
な
旨
み
と
心
地
よ
い
香
り

　

コ
ク
と
ほ
ど
よ
い
酸
味

■
入
賞
酒

会
津
酒
造
「
大
吟
醸　

田
島
」

開
当
男
山
酒
造

                「
大
吟
醸　

開
当
男
山
」

国
権
酒
造
「
特
撰
大
吟
醸　

國
権
」

花
泉
酒
造
「
創
業
百
周
年
記
念
醸
造
酒

　
　
　
　
　

純
米
大
吟
醸
」

県
内
で
は
、
過
去
10
年
で
最
多

と
な
る
33
銘
柄
が
入
賞
し
、

改
め
て
県
内
各
酒
蔵
の
高
い
技
術

力
を
証
明
し
ま
し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
、
素
晴
ら
し

い
酒
蔵
が
あ
る
。
ひ
た
む
き

に
、
誇
り
を
持
っ
て
酒
造
り
に
取

り
組
む
方
々
が
い
ま
す
。
思
い
の

こ
も
っ
た
酒
を
味
わ
え
る
こ
と
に
、

幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

や っ ぱ り 凄 い ！
　 南 会 津 町 ４ 蔵 元 の 地 酒
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山
田
明
さ
ん
と
渡
部
恭
江
さ
ん
が

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す
る

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
め
で
た
く

受
賞
さ
れ
、
６
月
３
日
に
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

お
二
人
は
、
平
成
16
年
12
月
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、

令
和
元
年
11
月
ま
で
の
15
年
間
活
動
さ

れ
ま
し
た
。
高
齢
者
世
帯
や
生
活
保
護

世
帯
、
さ
ら
に
は
子
育
て
世
帯
な
ど

へ
の
積
極
的
な
支
援
活
動
を
通
じ
て
、

地
区
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
豊
富
な
識
見
を
生
か

し
、
町
お
よ
び
田
島
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
の
会
長
と
し
て
先
頭
に

立
ち
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
ご
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

渡
部
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た

豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、
町
お
よ
び
田

島
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

理
事
と
し
て
他
の
模
範
と
な
る
ご
活
躍

を
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
が
実
る

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す
る

　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
受
賞

　
　
　
山
田 

　
明あ
き
らさ
ん
（
折
橋
）

　
　
　
渡
部 

恭や
す
え江
さ
ん
（
後
原
）

左から渡部さん、山田さん、大宅町長

百 歳 賀 寿

おめでとうございます

－　プロフィール　－

星ミサホ さん（湯ノ花）

大正９年６月１１日生まれ

【長寿の秘訣】
 薬をしっかり飲んで、好き  
 嫌いなく食べること

【得意なこと】
料理、民謡、機織り

－　プロフィール　－

室井みねよ さん（丹藤）

大正９年５月２０日生まれ

【長寿の秘訣】
 自分のことは自分で行う

【得意なこと】
縫物（刺し子）、昨年度は
高齢者作品展で金賞を受賞

　

地
酒
で
乾
杯
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

日
本
酒
の
消
費
拡
大
に
向
け
動
く

　

南
会
津
町
の
酒
蔵
や
酒
販
店
、
飲
食
店
な
ど

で
組
織
す
る
「
地
酒
で
乾
杯
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
日
本
酒
の
消
費
拡
大
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
指
す
た
め
、
新
し
い
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

第
一
弾
と
な
る
企
画
は
、
南
会
津
町
４
蔵
元
夏
の

オ
ス
ス
メ
乾
杯
酒「
夢
の
香
の
お
酒
セ
ッ
ト
」と
称
し
、

お
得
な
夏
酒
セ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
産
の
酒
造
好
適
米
「
夢
の
香
」
を
使
用
し

た
純
米
酒
・
吟
醸
酒
・
濁
り
酒
な
ど
、
暑
い
夏
に
冷

や
し
て
飲
み
た
い
銘
柄
を
取
り
揃
え
た
こ
と
に
加
え
、

乾
杯
専
用
の
お
猪
口
や
町
内
飲
食
店
で
使
用
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
も
同
封
し
た
大
変
お
得
な
セ
ッ
ト

で
す
。

　

販
売
数
量
は
５
０
０
セ
ッ
ト
、
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
箱
詰
め
し
ま
し
た
。
福
島
県
酒
類
卸
㈱
田
島

支
店
が
中
心
と
な
り
、
町
内
の
酒
販
店
の
協
力
を
得

て
販
売
し
ま
し
た
が
、
在
庫
が
即
無
く
な
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
日

本
酒
の
消
費
量
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
が
、
南
会
津

の
地
酒
の
需
要
が
高
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
求
め
ら
れ
、
社
会
環
境
に

変
化
が
生
じ
て
い
る
中
で
も
、
南
会
津
の
う
ま
い
酒

を
広
め
る
た
め
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

販売した「夢の香のお酒セット」

地酒で乾杯！プロジェクト
今後の活動にご期待ください

栄
え
あ
る
受
賞

栄
え
あ
る
受
賞

栄
え
あ
る
受
賞
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災 害 へ の 備 え に
　 　 　 ご 協 力 く だ さ い

に備え、今できることに備え、今できること
　こ れ か ら の 季 節 は 、 大 雨 に よ る 土 砂 災 害 や 河 川 の 氾 濫 な ど 、 災 害 が 発 生
し や す い 時 期 で す 。 い ざ と い う と き に 備 え 、「 ど こ か ら 情 報 を 入 手 す る か 」

「 ど の ル ー ト で 避 難 す る か 」 な ど 、 日 頃 か ら 自 分 や 大 切 な 家 族 を 守 る た め
の 準 備 を 心 が け ま し ょ う ！ 【問合せ】住民生活課　消防交通係　電話０２４１- ６２- ６１２０

    S T E P. 2 　 ど う や っ て 避 難 す る か 確 認 し ま し ょ う
　 　 1 避 難 の 際 に は 、 運 動 靴 な ど 動 き や す い 安 全 な 服 装 で 避 難 す る

　 　 2 非 常 時 の 持 出 品 や 食 料 、 飲 料 水 、 マ ス ク な ど を 、 あ ら か じ め 準 備 し て お く

　 　 3 道 路 脇 の 側 溝 や 用 水 路 、 マ ン ホ ー ル な ど 、 足 元 に 十 分 注 意 す る

警 戒 レ ベ ル
❹

警 戒 レ ベ ル
❸

避 難 す る
心 構 え を

避 難 行 動 を
確 認

避 難 準 備・
高齢者等避難開始

避 難 勧 告・
避 難 指 示（ 緊 急 ）

（ 気 象 庁 が 発 表 ） （ 気 象 庁 が 発 表 ） （ 町 が 発 令 ） （ 町 が 発 令 ）

警 戒 レ ベ ル
❶

警 戒 レ ベ ル
❷

    S T E P. １ 　 い つ 避 難 す る か 確 認 し ま し ょ う
　 　 1 気 象 情 報 な ど に 注 意 し 、 危 険 を 感 じ た ら 自 主 的 に 避 難 す る

　 　 2 避 難 勧 告（ 警 戒 レ ベ ル ❹ ） が 発 令 さ れ た ら 、 直 ち に 行 動 を 開 始 す る

　 　 ※ 町 か ら の 避 難 情 報 は 、 防 災 行 政 無 線 で お 知 ら せ し ま す 。

　 　 　 テ レ ビ や ラ ジ オ か ら の 情 報 に も 注 意 を 払 い ま し ょ う 。

    S T E P. 3 　 ど こ に 避 難 す る か 確 認 し ま し ょ う
　 　 1 町 が 公 開 し て い る ハ ザ ー ド マ ッ プ な ど を 参 考 に 危 険 箇 所 を 確 認 す る

　 　 2 避 難 所 の 位 置 や 避 難 経 路 な ど を 確 認 す る

垂 直 避 難 水 平 避 難
　 家 の ２ 階 な ど 高 い と こ ろ や 、 山 と 反 対
側 の 部 屋 に と ど ま る 避 難 方 法 で す 。
　 夜 間 に 避 難 す る こ と 自 体 が 危 険 な 場 合
は 、 家 に と ど ま る こ と も 一 つ の 避 難 行 動
で す 。

　 近 く に あ る 避 難 所 な ど 、 安 全 な 場 所 に
移 動 す る 避 難 方 法 で す 。

　非常時の持出品チェックリスト

　　□食料品　□飲料水　□体温計・マスク　□医療品（常備薬）　

　　□携帯電話・充電器　□貴重品（現金・通帳・印鑑など）　  □衣類　など

    S T E P. 4 　 で き る こ と か ら コ ツ コ ツ と
　 　 1 す ぐ に 持 ち 出 せ る よ う 、 非 常 時 の 持 出 品 を 整 理 し て お く

　 　 2 大 切 な 家 族 と の 連 絡 方 法 を 確 認 す る

災 害

避 難 と は「 難 を 避 け る こ と 」
　 安 全 な 場 所 に い る 人 は 、
　 　 避 難 す る 必 要 は あ り ま せ ん

 もし災害に遭ったら. . . もし災害に遭ったら. . .
 あなたがとるべき避難行動は？ あなたがとるべき避難行動は？

4 安 全 な 場 所 に 住 ん で い て 、 身 を 寄 せ る こ と
　 が で き る 親 戚 や 友 人 は い ま す か ？

　 警 戒 レ ベ ル ❹ が 発 令
さ れ た ら 、 親 戚 や 知 人
宅 に 避 難 し ま し ょ う 。

 
  災 害 に 遭 っ た 場 合 を
想 定 し 、 日 頃 か ら 相 談
し て お く と 、 ス ム ー ズ
な 対 応 に つ な が り ま す 。

　 警 戒 レ ベ ル ❹ が 発 令
さ れ た ら 、 町 が 指 定 す
る 指 定 避 難 場 所 に 避 難
し ま し ょ う 。

   事 前 に 指 定 避 難 場 所
の 位 置 を 確 認 す る こ と
で 、 落 ち 着 い た 行 動 を
と る こ と が で き ま す 。

　次の３つが確認できれば、浸水の危険があっても、

自宅にとどまり安全を確保することも可能です。

①洪水により家屋が倒壊または崩落してしまう恐れが   

　ある区域ではないこと

②浸水が想定される深さよりも、高い場所であること

③水・食料など十分な備えがあり、水が引くまで生活

　ができること

は い

い い え

避 難 行 動 判 定 フ ロ ー

1 ハ ザ ー ド マ ッ プ で 自 分 の 家 が ど こ に あ る
　 の か 確 認 し 、 印 を つ け て み ま し ょ う 。
　 ※ 町 ホ ー ム ペ ー ジ で ご 覧 に な れ ま す 。

2 家 が あ る 場 所 に 色 が 塗 ら れ て い ま す か ？

3 ご 自 身 や 一 緒 に 避 難 す る 方 は 、 避 難 ま で
　 に 時 間 が か か り ま す か ？

4 安 全 な 場 所 に 住 ん で い て 、 身 を 寄 せ る こ と
　 が で き る 親 戚 や 友 人 は い ま す か ？

　 災 害 の 危 険 が あ る の で 、 原 則 と し て 自 宅 の
外 へ 避 難 す る 必 要 が あ り ま す 。

 
　 警 戒 レ ベ ル ❸ が 発 令
さ れ た ら 、 親 戚 や 知 人
宅 に 避 難 し ま し ょ う 。

 
  災 害 に 遭 っ た 場 合 を
想 定 し 、 日 頃 か ら 相 談
し て お く と 、 ス ム ー ズ
な 対 応 に つ な が り ま す 。

　 警 戒 レ ベ ル ❸ が 発 令
さ れ た ら 、 町 が 指 定 す
る 指 定 避 難 場 所 に 避 難
し ま し ょ う 。

   事 前 に 指 定 避 難 場 所
の 位 置 を 確 認 す る こ と
で 、 落 ち 着 い た 行 動 を
と る こ と が で き ま す 。

は い

は い

は い

は い い い え い い え

い い え

　 色 が 塗 ら れ て い な く て も 、 周 り と 比 べ て 低 い 土 地

や 崖 の そ ば な ど に お 住 ま い の 方 は 、 町 か ら の 避 難 情

報 を 参 考 と し 、 必 要 に 応 じ て 避 難 し て く だ さ い 。

例 外

避
難
に
時
間

避
難
に
時
間

　　

を
要
す
る
方

を
要
す
る
方

　
避
難
開
始
！

　
避
難
開
始
！

安
全
な
場
所
へ

安
全
な
場
所
へ

　　  

全
員
避
難
開
始
！

全
員
避
難
開
始
！
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国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
は
、
毎
年
８

月
１
日
に
一
斉
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
被

保
険
者
証
は
、
7
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
紛
失
な
ど
に
十
分
注

意
し
て
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
斉
に
更
新
さ
れ
ま
す

№ 1
CHECK

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る

　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

№ 2
CHECK

８
月
１
日
に
被
保
険
者
証
が

　
　
　
　

 

一
斉
に
更
新
さ
れ
ま
す

福 島 県
国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証

氏 名
生 年 月 日
適用開始年月日
交 付 年 月 日
世 帯 主 氏 名
住 所　　　　

有効期限　　　　　年　　月　　日

記号　　　　　　　番号

　　　　　　　　　　性　別
　年　　月　　日
　年　　月　　日
　年　　月　　日

保険者番号　　　　　　交付者名
18歳までの一部負担金の割合は０割

　

令
和
２
年
８
月
１
日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
な
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。
後
日
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

資
格
の
取
得
や
喪
失
、
療
養
費
や
高
額
療

養
費
な
ど
に
関
す
る
手
続
き
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
町
民
課
住
民
係
の
窓
口
で
対
応
し
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
を

　
　
　
　

 

使
用
す
る
際
の
注
意
点

▼
保
険
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
と
き
は
、

　

必
ず
被
保
険
者
証
を
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
に
は
、
誕
生
日

　

の
翌
月
に
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ

　

ま
す
。
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
、
被
保
険
者

　

証
と
高
齢
受
給
者
証
を
合
わ
せ
て
保
険
医
療

　

機
関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
自
己

　

負
担
金
は
、
18
歳
以
下
（
18
歳
の
誕
生
日
以

　

降
、最
初
に
迎
え
る
３
月
末
ま
で
）
は
無
料
、

　

19
歳
か
ら
69
歳
ま
で
は
３
割
、
70
歳
か
ら
74

　

歳
ま
で
は
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た
割

　

合
と
な
り
ま
す
。

▼
転
出
な
ど
で
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た

　

と
き
は
、
直
ち
に
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
町
民
課
住
民
係
の
窓
口

　

へ
被
保
険
者
証
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た

　

場
合
や
、
被
扶
養
者
と
な
っ
た
場
合
、
被
保

　

険
者
証
の
記
載
事
項
（
住
所
・
氏
名
・
世
帯

　

主
な
ど
）
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
14
日

　

以
内
に
同
じ
く
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
別
な
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険

　

税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
証

　

を
返
却
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
税
は
医
療
給
付
の
財
源
で
あ
る
こ
と
か

　

ら
、
保
険
税
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
国
保
税
率
が
、
左
表
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
改
定
後
の
税
率
や

変
更
後
の
賦
課
方
式
は
、
令
和
2
年
4
月
分
か

ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

区 　 分 医 療 保 険 分 後 期 高 齢 者
支 援 分 介 護 納 付 金 分

所 得 割 額 7 . 2 3 ％ 3 . 0 8 ％ 2 . 5 6 ％

資 産 割 額 平 成 3 0 年 度 か ら 廃 止

均 等 割 額 2 4 , 4 6 6 円 1 0 , 0 9 4 円 1 0 , 5 7 0 円

平 均 割 額 1 7 , 8 9 7 円   7 , 3 8 4 円   5 , 4 0 2 円

【 改 定 後 の 国 保 税 率 一 覧 表 】

【
全
額
免
除
と
な
る
世
帯
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

「
主
た
る
生
計
維
持
者
」
が
死
亡
し
た
、
ま
た
は

重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
。
該
当
す
る
場
合

は
、
保
険
税
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

【
一
部
減
額
と
な
る
世
帯
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、「
主
た
る
生
計
維
持
者
」
の
収
入
減
少
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
。
該
当
す
る
場
合
は
、
保
険
税

の
一
部
を
減
額
し
ま
す
。
な
お
、
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
減
額
要
件
】

1
事
業
収
入
や
給
与
収
入
な
ど
、
収
入
区
分
の

　

い
ず
れ
か
が
前
年
に
比
べ
て
10
分
の
3
以
上

　

減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

2
前
年
の
所
得
合
計
額
が
１
０
０
０
万
円
以
下

　

で
あ
る
こ
と

3
減
少
が
見
込
ま
れ
る
収
入
区
分
以
外
で
、
前
年
の

　

所
得
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

次
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
は

　
　
　

 

保
険
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

問 合 せ 国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証 国 民 健 康 保 険 税

  住 民 生 活 課  国 保 年 金 係 　 　 　  ０ ２ ４ １ - ６ ２ - ６ １ ２ ０ 〇

  税 務 課  町 税 係 　 　 　 　 　 　 　  ０ ２ ４ １ - ６ ２ - ６ １ １ ０ 〇

  舘 岩 総 合 支 所  町 民 課  住 民 係 　 ０ ２ ４ １ - ７ ８ - ３ ３ ４ ５ 〇 〇

  伊 南 総 合 支 所  町 民 課  住 民 係 　 ０ ２ ４ １ - ７ ６ - ７ ７ １ ２ 〇 〇

  南 郷 総 合 支 所  町 民 課  住 民 係 　 ０ ２ ４ １ - ７ ２ - ２ ２ ２ ４ 〇 〇

【 お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 】

減 免 対 象 保 険 税 額 ＝（ Ａ ） ×（ Ｂ ） ÷（ Ｃ ）

 （ Ａ ） 世 帯 内 の 年 間 保 険 税 額

 （ Ｂ ） 主 た る 生 計 維 持 者 の 減 少 が 見 込 ま れ る
      　 事 業 収 入 な ど の 前 年 所 得 額

 （ Ｃ ） 世帯の被保険者全員の前年の合計所得額

【 表 １ 　 減 免 対 象 保 険 税 額 の 算 出 表 】

主 た る 生 計 維 持 者 の
前 年 の 合 計 所 得 額 減 免 割 合（ Ｄ ）

   3 0 0 万 円 以 下 の 場 合   1 0 分 の 1 0（ 全 額 ）

   4 0 0 万 円 以 下 の 場 合   1 0 分 の 8

   5 5 0 万 円 以 下 の 場 合   1 0 分 の 6

   7 5 0 万 円 以 下 の 場 合   1 0 分 の 4

1 , 0 0 0 万 円 以 下 の 場 合   1 0 分 の 2

【 表 ２ 　 減 免 割 合 の 算 出 表 】

「実際のところ、保険税はいくら減免されるの？」

　保険税の減免額は、下記の（表１）で算出した「減免対象保険税額」と、
（表２）で算出した「減免割合」を乗じることで計算します。

「減免対象保険税額」×「減免割合」＝保険税減免額

　　ご自身が減免の対象であるかの確認や、申請に必要な書類の詳細に
ついては、お問い合わせください。なお、後日郵送する令和２年度
国民健康保険税の納税通知書に、減免に関する詳しいチラシを同封し
ます。

国 民 健 康 保 険 に 関 す る
　 　 　 　 大 切 な お 知 ら せ

み ほ ん
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

　
　
　
　
　
　
　
有
効
期
限
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

№ 3
CHECK

Ｑ１：申請に必要な書類は？

❶障がいの状態を確認できる資料（手帳や年金証

　書など）

❷被保険者証（現在加入しているもの）

❸印鑑

Ｑ２：加入するとどうなるの？

❶診療にかかる窓口負担の割合が１割（現役世代

　並みに所得がある方は３割）で医療を受けられ

　ます。

❷保険医療機関に支払う１カ月あたりの自己負担

　限度額も低く設定されています。

❸後期高齢者医療制度の加入者は、一人一人が保

　険料を負担するため、これまで保険料を負担し

　ていなかった被用者保険などの被扶養者の方も

　保険料が発生します。

Ｑ３：脱退したいときは？

　75 歳の誕生日前であれば、後期高齢者医療制度

から脱退することができます。

　役場で手続きいただくと、国民健康保険や被用

者保険などに加入することができます。

み ほ ん

　
　
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
の

　
　
　
　
　
　  「
窓
口
無
料
化
」
が
始
ま
り
ま
す

№ 4
CHECK

　

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
ピ

ン
ク
色
）
を
、
７
月
下
旬
に
加
入
者
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
へ
郵
送
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
記
載
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
８
月
１

日
以
降
に
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
へ
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者

証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
の
有
効
期
限
は
、
７
月

31
日
（
金
）
で
す
。
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
被

保
険
者
証
は
、
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

る
た
め
、
各
自
責
任
を
持
っ
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

８
月
１
日
か
ら
新
し
い

　
　

 

被
保
険
者
証
に
変
わ
り
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
も

　
　
　
　
　
　

 

更
新
が
必
要
で
す

　

申
請
に
基
づ
き
、
世
帯
員
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
の
家
庭
に
交
付
し
て
い
る「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
も
7
月
31

日
（
金
）
で
す
。

　

住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
ま
た
は
各
総
合
支

所
町
民
課
住
民
係
の
窓
口
で
、８
月
31
日
（
月
）

ま
で
に
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

75
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
、
ま
た
は
何
ら
か
の

事
由
で
年
金
か
ら
保
険
料
の
天
引
き
が
で
き
な

い
方
を
対
象
に
、「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

賦
課
決
定
通
知
書
・
納
入
通
知
書
」
を
8
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

す
で
に
4
月
以
降
の
年
金
か
ら
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
て
い
る
方
は
、
先
に
郵
送
し
た

「
仮
徴
収
開
始
通
知
書
」
で
保
険
料
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

10
月
以
降
の
保
険
料
は
、
追
っ
て
郵
送
す
る

「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　

 
保
険
料
の
お
知
ら
せ

65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
を
有
す
る
方
は

　
　
　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
年
齢
、
か
つ
障
害
年

金
や
障
害
者
手
帳
な
ど
が
次
の
等
級
に
該
当
す

る
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
障
害
者
基
礎
年
金
（
１
・
2
級
）

2
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
・
３
級
お
よ
び

　

4
級
の
一
部
）

3
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
・
２
級
）

4
療
育
手
帳
Ａ
（
重
度
）　

　　

制
度
へ
加
入
す
る
意
思
が
あ
る
方
は
、
次
の

書
類
を
準
備
し
て
、
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
町
民
課
住
民
係
ま
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
く
交
付
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証　
（
ピ
ン
ク
色
）

問 合 せ 後期高齢者医療
被 保 険 者 証

重 度 心 身
障がい者医療費

  住 民 生 活 課  国 保 年 金 係 　 　 　  ０ ２ ４ １ - ６ ２ - ６ １ ２ ０ 〇

  健 康 福 祉 課  社 会 福 祉 係 　 　 　  ０ ２ ４ １ - ６ ２ - ６ １ ７ ０ 〇

  舘 岩 総 合 支 所  町 民 課  住 民 係 　 ０ ２ ４ １ - ７ ８ - ３ ３ ４ ５ 〇 〇

  伊 南 総 合 支 所  町 民 課  住 民 係 　 ０ ２ ４ １ - ７ ６ - ７ ７ １ ２ 〇 〇

  南 郷 総 合 支 所  町 民 課  住 民 係 　 ０ ２ ４ １ - ７ ２ - ２ ２ ２ ４ 〇 〇

【 お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 】

８
月
１
日
診
療
分
か
ら

　
「
窓
口
無
料
化
」
が
始
ま
り
ま
す

　

町
で
は
、重
度
心
身
障
が
い
者
の
方
に
対
し
、

医
療
費
自
己
負
担
分
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
8
月
1
日
か
ら
重
度
心
身
障

が
い
者
医
療
費
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と

で
、医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
な
ど
の

所
得
額
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
、
対
象
外
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入

院
時
の
食
事
代
や
生
活
療
養
費（
部
屋
代
な
ど
）

は
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
対
象
者
の
皆

さ
ん
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
が
い
者
の
定
義
と
は

1
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級
も
し
く
は

　

３
級
（
内
部
障
害
）
を
お
持
ち
の
方

2
療
育
手
帳
Ａ
（
重
度
）
を
お
持
ち
の
方

3
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
1
級
を

　

お
持
ち
の
方

4
等
級
に
よ
ら
ず
1
、
2
、
3
の
手
帳
を
2
つ

　

以
上
お
持
ち
の
方

医 療 機 関 を
受 診 し た 場 合

こ れ ま で 8 月 1 日 か ら

医 療 機 関 医 療 機 関

役 場 役 場

自 己 負 担 分 を
支 払 い

内 容 を 確 認 し
助 成

受 給 者 証 を
提 示 す る の み

町 が 自 己 負 担 分 を
直 接 支 払 い

① 窓 口 で の 支 払 い
② 役 場 で の 手 続 き

ど ち ら も 不 要 ！

次
の
場
合
は

　
「
窓
口
無
料
化
」
の
対
象
外
で
す

1
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き

2
柔
道
整
復
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
鍼
灸
、
接
骨
院

　

で
の
治
療
）
を
受
け
た
と
き

3
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
受
給
者
証
を
忘

　

れ
た
と
き

　
　
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
窓
口
無
料
化
と
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係
ま
た
は

各
総
合
支
所
町
民
課
住
民
係
の
窓
口
で
、
手
続

き
を
行
う
こ
と
で
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
助
成
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

1
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
受
給
者
証

2
加
入
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
証

3
限
度
額
適
用
認
定
証
（
医
療
費
が
高
額
に
な

　

る
と
き
）

助 成 申 請 書 を
提 出

各 種 医 療 制 度 に 関 す る
　 　 　 　 大 切 な お 知 ら せ
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【問合せ】農業委員会事務局　電話０２４１- ６２- ６３２０

～農地を有効に活用するために～～農地を有効に活用するために～
農地パトロールにご協力ください農地パトロールにご協力ください

（ ７ 月 下 旬 ～ ９ 月 上 旬 ）（ ７ 月 下 旬 ～ ９ 月 上 旬 ）

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
７
月
か
ら
９
月
を

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
と
定
め
、
農
地
の
利
用

状
況
を
総
点
検
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
「
農
地
利

用
状
況
調
査
」
と
農
林
水
産
省
指
定
の
「
荒
廃

農
地
調
査
」
を
兼
ね
て
実
施
し
ま
す
。
調
査
に

あ
た
っ
て
は
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
手
分
け
し
て
、現
地
を
巡
回
し
ま
す
。

　

正
確
な
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、
農
地
に
立

ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

法
律
に
基
づ
く
調
査
を

　
　
　
　
　

 

順
次
実
施
し
ま
す

町
内
全
域
の
農
地
が

　
　
　
　
　
　

 

調
査
対
象
で
す

　

遊
休
農
地
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
や
農
地

の
無
断
転
用
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
町
内
全
域
の
農
地
を
対
象
に
調
査
を

実
施
し
ま
す
。「
農
地
の
荒
廃
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
」
が
、
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　

調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
遊
休
農
地
の
所

有
者
に
対
し
、
農
地
利
用
の
意
向
を
確
認
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
1
調
査
員
に
よ
る

　
　
　
　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　
2
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
調
査
結
果
を
集
計

　
3
遊
休
農
地
所
有
者
へ

　
　
　
　
農
地
利
用
の
意
向
を
調
査

　【
意
向
調
査
の
内
容
】

　
　
・
農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸
付

　
　
・
あ
っ
せ
ん
を
希
望
す
る

　
　
・
自
ら
受
け
手
を
探
す

　
　
・
自
ら
耕
作
を
再
開
す
る

　
※【
意
向
調
査
の
内
容
】
を

　
　
所
有
者
が
守
ら
な
か
っ
た
場
合

　
　
翌
年
か
ら
、
当
該
農
地
へ
の
固
定

　
資
産
税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
ず
、

　
税
額
が
約
1.8
倍
に
な
り
ま
す
。

調
査
の
流
れ

　

正
し
い
手
続
き
を
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ミ
小
作
」
は
違
法
行
為
で
す
。
農
地
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
法
的
に
守
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う
上
で
、
必
要
な
手

続
き
は
次
の
3
つ
で
す
。

1
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
申
請

2
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

　
「
利
用
権
設
定
」
の
申
し
出

3
農
地
中
間
管
理
事
業
推
進
法
に
基
づ
く
契
約

農
地
の
貸
し
借
り
や
農
地
転
用
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
し
い
手
続
き
を
踏
み
ま
し
ょ
う

C A S E １
農 地 の 貸 し 借 り

■
お
手
軽
な「
利
用
権
設
定
」

　

前
述
2
の
「
利
用
権
設
定
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

・
農
地
法
の
許
可
申
請
が
不
要
で
す
。

・
契
約
期
間
が
満
了
し
た
と
き
は
、
貸
し
た
農

　

地
が
確
実
に
返
還
さ
れ
る
た
め
、
再
度
安
心

　

し
て
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
契
約
期
間
が
満
了
す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め

　

農
業
委
員
会
か
ら
貸
付
人
と
借
受
人
の
双
方

　

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
手
続
き
は
簡
単
に
済
み
ま
す

　

貸
付
人
と
借
受
人
が
話
し
合
い
、「
利
用
権

設
定
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

に
提
出
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

申
出
書
を
受
理
後
、
町
で
申
出
内
容
を
月
ご

と
に
と
り
ま
と
め
た
「
農
地
利
用
集
積
計
画
」

を
作
成
し
ま
す
。
必
要
な
審
査
な
ど
を
経
て
公

告
す
る
こ
と
で
、
権
利
設
定
が
確
定
し
ま
す
。

■
手
続
き
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
農
地
全
て
の
耕
作
を
担
う
こ
と

・
必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る
こ
と

・
農
地
を
効
率
的
に
利
用
し
、
耕
作
す
る
こ
と

■
農
地
を
借
り
る
た
め
の
３
要
件

C A S E ２
農 地 の 転 用

　

農
地
（
田
や
畑
な
ど
）
を
農
地
以
外
の
地
目

に
変
更
す
る
こ
と
を
「
農
地
転
用
」
と
い
い
、

県
知
事
な
ど
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
転
用
す
る
と
、
原

状
回
復
命
令
や
罰
則
（
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）
の
適
用
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
届
け
出
を
せ
ず
に
土
を
盛
っ
た
り
、

資
材
や
自
動
車
の
置
き
場
な
ど
に
使
用
す
る
こ

と
も
違
反
で
す
。

　

課
税
地
目
が
原
野
、
山
林
な
ど
農
地
以
外
の

地
目
で
あ
っ
て
も
、
登
記
地
目
が
農
地
で
あ
れ

ば
、
農
地
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

農
地
転
用
制
度
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の

■
農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

基
盤
で
あ
る
優
良
農
地
を
守
る
大
切
な
制
度
で

す
。農
地
転
用
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、

農
地
転
用
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
早
め

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
た
な
農
地
利
用
最
適
化

　
　

推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
地
の
確

保
や
利
用
調
整
な
ど
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に

関
わ
る
活
動
に
加
え
、
農
地
の
所
有
権
移
転
、

農
地
の
転
用
と
い
っ
た
農
地
法
第
３
条
、
第
４

条
、
第
５
条
関
係
の
調
査
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

担
当
地
域
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
田

島
第
3
区
（
長
野
区
域
）
の
委
員
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

星　仁　推進委員
田島第３区（長野区域）担当

　

担
当
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ー 農 業 委 員 会 だ よ り ー
　 　 農 地 の 有 効 活 用 に 向 け て
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 「福島議定書」への
 　　参加事業所を募集します

環境に
やさしく
PART1

 ごみの分別と出し方
 　　正しく行っていますか？

環境に
やさしく
PART2

❶ごみ出しは、午前８時までに行いましょう。
　　午前８時を過ぎて出されたごみは、収集されません。残されたごみは、カラスに荒らされたり、
　悪臭が発生するなど、さまざまなトラブルの原因となります。時間厳守にご協力ください。

❷残されたごみは、責任を持って持ち帰りましょう。
　　赤ステッカーが貼られ、収集されなかったごみは、出した方の責任で持ち帰ってください。  
　赤ステッカーが貼られる理由は、曜日違いや袋違い、分別不十分などが挙げられます。再収集は
　行いませんので、ご注意ください。

❸汚れた「プラ製容器包装ごみ」は、「燃えるごみ」として出しましょう。
　　「プラ製容器包装ごみ」が汚れたまま袋に入ると、他のごみにも汚れが付着し、リサイクル量
　が減少するのみならず、燃やすごみも増えてしまいます。洗っても汚れが落ちない場合は、
　「燃えるごみ」として出してください。

❹ペットボトルは、正しく扱いましょう。
　・ペットボトルは中身をよく洗い、汚れが落ちない場合は、「燃えるごみ」として出してください。
    ・キャップとラベルは外し、「プラ製容器包装ごみ」として出してください。
    ・ペットボトルは必ず袋から出し、集積所の回収ボックスに入れてください。

❺「粗大ごみ」は、決められたものだけ出しましょう。
　　指定袋に入る大きさのごみは、「燃えるごみ」や「燃えないごみ」として出してください。また、
　大きな箱に細かなごみを詰め込んで出すことはできません。分別辞典で「粗大ごみ」に指定され
　たものだけを出してください。

❺ごみ袋は、必ず縛りましょう。
　　袋に詰め込む量が多すぎると、袋を縛ることができず、中身が散乱しやすくなってしまいます。
　ごみの散乱は、新型コロナウイルス感染症をはじめ、感染症の感染拡大の原因となる場合もあ
　ります。ごみは無理なく入れ、袋をしっかり縛ってから出してください。

 ■ 基本ルールを順守しましょう

　ごみの分別や出し方には、ルールがあります。各戸配付している「ごみ分別収集カレンダー」
や「南会津のごみ分別辞典」の内容を、いま一度ご確認ください。お手元にない方は、担当課に
備え付けてありますので、お問い合わせください。町ホームページでもご覧になれます。
　ルールを守っていただくことで、ごみのリサイクル効率が上がります。また、ごみに関わるトラ
ブル防止や、収集業者の安全を守ることにもつながります。ご理解とご協力をお願いします。

　【問合せ】環境水道課　環境衛生係　　　　　　電話０２４１- ６２- ６１４０

　　　　　  舘岩総合支所　振興課　環境水道係　電話０２４１- ７８- ３３３５

　　　　　  伊南総合支所　振興課　環境水道係　電話０２４１- ７６- ７７１７

　　　　　  南郷総合支所　振興課　環境水道係　電話０２４１- ７２- ２１１４

　地球温暖化対策をはじめとする環境問題は、一部地域が取り組むだけでは不十分であり、地球規
模で取り組む必要がある重要なテーマです。町でも、地球温暖化対策の根幹となる「南会津町地球
温暖化対策実行計画（事務事業編）」を策定し、町の事務事業に伴い排出される温室効果ガスの削
減に取り組んでいます。
　福島県では、温室効果ガスの排出削減をはじめ、気候変動やプラスチックごみ対策など、さま
ざまな環境問題に一丸となって取り組むべく「福島議定書」事業を推進し、環境問題に自主的に
取り組む事業所を募集しています。
　参加を希望される事業所には、以下の 3 分野のうち 1 つ以上を選択し、分野ごとに目標を設定
していただきます。優良事業所を対象とした表彰も行いますので、積極的な参加をお待ちしてい
ます。未来に目を向け、住みよい環境づくりのために一歩を踏み出しませんか。

分 　 野 取 り 組 み 内 容 具 体 的 な 取 り 組 み 事 例

緩 和 分 野
　 地 球 温 暖 化 を 緩 和 す る た め 、 二 酸 化
炭 素 の 排 出 量 を 削 減

 ・ 節 電 、 節 水 、 使 用 燃 料 の 削 減
 ・ 廃 棄 物 ゼ ロ を 目 指 し た 活 動
 ・ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入

適 応 分 野

　 気 候 変 動 に 適 応 す る た め 、 風 水 害 に
よ る 被 害 を 防 止・ 軽 減
　 ま た 、 気 候 変 動 へ の 適 応 を ビ ジ ネ ス
チ ャ ン ス と 捉 え た 企 業 活 動 や 社 会 活 動

 ・ 熱 中 症 の 防 止
 ・ ゲ リ ラ 豪 雨 な ど を 起 因 と す る 風
　 水 害 の 防 止・ 軽 減
 ・ 地 域 の 防 災 活 動 に 対 す る 協 力

重 点 分 野

　 社 会 的 に 関 心 が 高 ま る「 プ ラ ス チ ッ ク
ご み 」 を 削 減
　 ※ プ ラ ス チ ッ ク 製 品 は 石 油 を 原 料 と
し て い る た め 、 使 用 量 を 減 ら す こ と で 、
ご み の 焼 却 時 に 発 生 す る 温 室 効 果 ガ ス
を 抑 制 す る こ と が で き ま す 。

 ・ プ ラ ス チ ッ ク 製 品 か ら 他 の 材 質
　 を 活 用 し た 製 品 へ の 置 換
 ・ プ ラ ス チ ッ ク 製 品 の ３ Ｒ 推 進
　 　 ❶ リ デ ュ ー ス
　 　 ❷ リ ユ ー ス
　 　 ❸ リ サ イ ク ル
 ・ マ イ ボ ト ル 、 マ イ バ ッ グ の 活 用

 ■ 応募締切　８月３１日（月）

　【応募・問合せ】福島県生活環境部　環境共生課　　　　電話０２４- ５２１- ７８１３

　　　　　  　　　福島県南会津地方振興局　県民環境部　電話０２４１- ６２- ２０６１

　　　　　  　　　環境水道課　環境衛生係　　　　　　　電話０２４１- ６２- ６１４０

役 場 か ら の お 知 ら せ
town office information
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申
請

受
付

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　

 

設
置
費
補
助
事
業

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
経
費
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

当
補
助
事
業
は
、
令
和
２
年
度
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、

設
置
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

　

９
月
30
日
（
水
）
ま
で

　

※
執
務
時
間
中
の
申
請
に
限
り
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　

町
内
所
在
の
住
宅
に
居
住
さ
れ
る
方
で
、
新
た
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

を
設
置
し
、
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
す
る
方

【
補
助
対
象
設
備
】

　

※
次
の
全
て
を
満
た
す
こ
と

　

①
太
陽
電
池
に
よ
る
発
電
施
設
で
あ
り
、
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
有
り

　
　

で
連
携
し
て
い
る
こ
と

　

②
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
の
合
計
値
が
10
㌗
未
満
で
あ
る
こ
と

　

③
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

【
補
助
金
額
】

　

設
備
の
最
大
出
力
（
単
位
㌗
）
に
１
万
５
千
円
を
乗
じ
た
額

　

※
限
度
額
６
万
円

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

環
境
水
道
課　

環
境
衛
生
係

　
　

電
話　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
４
０

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　

補
助
申
請
は
お
早
め
に
！

　
　
　

補
助
申
請
は
お
早
め
に
！

奥会津博物館は、失われつつある奥会津の伝統文化を保存・伝承し、奥会津博物館は、失われつつある奥会津の伝統文化を保存・伝承し、

人々の学習の場や、文化遺産を後世に残す役割を果たしてきました。人々の学習の場や、文化遺産を後世に残す役割を果たしてきました。

先人から受け継がれてきた貴重な文化遺産の宝庫である奥会津博物館を先人から受け継がれてきた貴重な文化遺産の宝庫である奥会津博物館を

多くの町民の皆さまに親しんでいただくために無料開放いたします。多くの町民の皆さまに親しんでいただくために無料開放いたします。

この機会に、学習や憩いの場として広くご活用ください。この機会に、学習や憩いの場として広くご活用ください。

【
対
　
象
　
者
】

　

町
民
に
限
り
ま
す
。

※
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
な
ど
を

　

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
開
放
期
間
】

①
7
月
22
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
月
）

②
11
月
1
日
（
日
）
～
11
月
30
日
（
月
）

【
対
象
施
設
】

　

展
示
館
お
よ
び
古
民
家
（
染
屋
、馬
宿
、

旧
猪
股
家
ほ
か
）

【
藍
染
体
験
の
ご
案
内
】

　

藍
染
体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

地
域
に
根
付
く
伝
統
文
化
を
、
こ
の
機

会
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
藍
染
体
験
料
金
】

　

ハ
ン
カ
チ
（
１
枚
）
１
０
０
０
円

　

手
ぬ
ぐ
い
（
１
枚
）
１
０
０
０
円

　

バ
ン
ダ
ナ
（
１
枚
）
１
３
０
０
円

【
問
　
合
　
せ
】

　

奥
会
津
博
物
館

　
　

電
話
０
２
４
１（
６
６
）３
０
７
７

奥
会
津
博
物
館
を

奥
会
津
博
物
館
を

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

無
料
で
開
放
し
ま
す

無
料
で
開
放
し
ま
す

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
に

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
に

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

地
域
な
ど
で
行
う
介
護
予
防
の
運
動
教
室
を
、

お
手
伝
い
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す

る
教
室
で
す
。

　

自
分
自
身
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
大
切
な

家
族
や
地
域
の
人
の
た
め
に
、
介
護
予
防
に
関

す
る
知
識
や
体
操
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
講
　
　
師
】

　

健
康
運
動
指
導
士　

島
田
一
郎　

氏

※
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
「
さ
す
け
ね
ぇ
体
操
」

　

を
監
修
さ
れ
た
方
で
す
。

【
日
　
　
程
】　

左
表
の
と
お
り

御 蔵 入 交 流 館
（ 田 島 地 域 ）

南 郷 総 合 セ ン タ ー
（ 西 部 地 域 ）

第 １ 回 　 ８ 月 　 ５ 日（ 水 ） 　 ８ 月 　 ７ 日（ 金 ）

第 ２ 回 　 ８ 月 ３ １ 日（ 月 ） 　 ９ 月 　 ３ 日（ 木 ）

第 ３ 回 　 ９ 月 １ ０ 日（ 木 ） 　 ９ 月 ２ ４ 日（ 木 ）

第 ４ 回 １ ０ 月 １ ５ 日（ 木 ） １ ０ 月 　 ９ 日（ 金 ）

第 ５ 回 １ １ 月 １ ０ 日（ 火 ） １ １ 月 　 ６ 日（ 金 ）

開 催 時 間： １ ３ 時 ３ ０ 分 ～ １ ５ 時 ま で
　 　 　 　 　（ 第 ５ 回 の み １ ６ 時 ま で ）

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
新
た
な
就
活
手
段
で

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
新
た
な
就
活
手
段
で

　
　
　
　

   
   　

　
　

若
者
の
地
元
就
職
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
　
　

若
者
の
地
元
就
職
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

例
年
開
催
し
て
い
る
合
同
企
業
説
明
会
が
中
止

と
な
る
な
ど
、
高
校
生
の
就
職
活
動
に
大
き
な

影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
町
で
は
、
高
校
生
に
職
業
選
択
の

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
下
郷
町
・
只
見
町
と

連
携
し
て
「
み
な
み
あ
い
づ
オ
ン
ラ
イ
ン
就
活

支
援
事
業
」
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
に
は
、
南
会
津
郡
内
の
各
事
業

所
に
関
す
る
情
報
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
動
画
配
信
サ
イ
ト
を
通
じ
た
事
業
所

紹
介
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ＨＰアドレス
https : / /minami -a i zu . loca l in fo . jp/

ＱＲコード

町ホームページからも
アクセス可能です

　

高
校
生
に
限
ら
ず
、
一
般
求
職
者
の
方
や
新

規
学
卒
者
向
け
の
情
報
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
掲
載
事
業
所
を
継
続
し
て
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
主
　
　
催
】　
南
会
津
町
・
下
郷
町
・
只
見
町

【
共
　
　
催
】　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

商
工
観
光
課　

雇
用
対
策
係

　
　

電
話　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

【
申
込
締
切
】　
７
月
31
日
（
金
）

【
定
　
　
員
】　

各
地
域
と
も
10
人

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

健
康
福
祉
課　

介
護
保
険
係

　
　

電
話　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
０
５
０

　

舘
岩
総
合
支
所　

町
民
課　

住
民
係

　
　

電
話　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

　

伊
南
総
合
支
所　

町
民
課　

住
民
係

　
　

電
話　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
２

　

南
郷
総
合
支
所　

町
民
課　

住
民
係

　
　

電
話　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
４昨年度開催した介護予防ボランティア教室の様子

役 場 か ら の お 知 ら せ
town office information
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住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

東 京 都 足 立 区 斉藤　雄一　様 千 葉 県 千 葉 市 菊山　正剛　様 静 岡 県 静 岡 市 望月　妙子　様

東 京 都 杉 並 区 樋口　勝美　様 千 葉 県 柏 市 野本　啓介　様 滋 賀 県 守 山 市 寺西　美幸　様

東 京 都 板 橋 区 青木　直也　様 千 葉 県 柏 市 入井　信男　様 大 阪 府 大 阪 市 山下　美咲　様

神奈川県横浜市 阿部　弘蔵　様 埼玉県さいたま市 庭山　朋樹　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

神奈川県横浜市 中山　百子　様 埼玉県ふじみ野市 磯部　忠昭　様  匿 名 希 望　 ５８件

令和２年５月１日から５月３１日までの間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計７２件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

【いただいたメッセージ】
※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。ご了承ください。

▼次世代を担う子どもの育成資金として、少ないですがご活用ください。
▼今年はまだ一度しか南会津に行けていません。落ち着いたら遊びに行き
　ます。穏やかな景色が見れることを楽しみにしております。
▼みなさんが健康で安全に過ごせる町が続きますように、微力ながらお手
　伝いできればありがたいです。
▼コロナウイルス等で農業にたずさわる方などが困っているとききました。
　少しですが、南会津のためにお使いください。

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからも
お申し込みができるほか、クレジット決済もできます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

シリーズ 28

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　木材として使用されていなかったクロモジ、伐採の際に山に残された
杉の枝葉など、今まで使用されてこなかったものに新たな価値を生み出
すことを大切にしています。
　アロマテラピーは、植物が持つ多様な働きや香りそのものを生かし、
心や身体のトラブルを穏やかに回復するなど、美容や健康維持、疲労回
復の効果があります。私たちはアロマを通じて、お客様が心と身体のバ
ランスを取り戻すために、大きな助けになりたいと考えています。

　●私たちの作ったものは、こんなところで使わわれています

　南会津町役場の玄関口、その扉を開けるとふわっと香りが広がります。
私たちが作ったアロマの香りです。また、ＪＲ東日本の寝台特急『TRAIN  
SWEET 四季島』の香りも監修しており、四季島の車内や専用ラウンジで
使用されています。
　その他にも、全国各地のアロマテラピーサロンやスポーツジム、ホテ
ルでのトリートメントの香りの演出に使用されています。

株式会社 一
じゅうはちにち

十八日
南会津オフィス

【会社概要】   ◆代表取締役：宝力　絢　 　◆南会津オフィス：南会津町田島字中町甲３９４７　 ◆設立：２０１４年（平成２６年）３月
 　　　　　  ◆ＴＥＬ：０２４１－６４－５６６５　◆従業員数：４名（男性１名、女性３名）　◆ＵＲＬ：https://www.18th.co.jp/
　　　　　   ◆東京本社：東京都新宿区若葉２－７－１ビデオフォーカスビル４階

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　私たち『一十八日』は、その文字を縦に並べると『香』という字になります。その名前のとおり、南会津町の針生地区にあるアロマ蒸留所で
抽出したクロモジ精油をはじめ、日本各地で丁寧に作られた日本産アロマの生産・販売を行う会社です。雪深い南会津町で育ったクロモジや
ニオイコブシ、杉などの精油は、他の地域のものと比べても香りが濃く、専門家からもお墨付きをもらっています。
　また、クロモジなどの蒸留シーズンには、アロマの蒸留体験ができる『アロマ蒸留体験スタディツアー』も開催しており、全国各地から
アロマテラピー愛好家の方や精油生産を志す方など、多くの方々にお越しいただいています。

ディフューザー クロモジ

アロマ蒸留体験スタディツアーの様子

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
子
ど
も
も
親
も
あ
り
の
ま
ま
で
」

ｖｏｌ 27

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

子
ど
も
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
こ
と
、
子
ど
も
に
好
き

だ
と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

が
大
切
だ
と
頭
で
分
か
っ
て
い
て

も
、
親
に
と
っ
て
そ
う
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
子
ど
も
と
二
人
き
り
で
い

る
と
、
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て

し
ま
い
、
す
ぐ
に
怒
っ
て
し
ま
う

と
悩
む
お
母
さ
ん
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

子
育
て
に
は
大
変
な
労
力
が
か

か
り
ま
す
。1

人
孤
立
し
て

育
児
を
し
て
い
る
と
、
自
分
自
身

の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
こ
と
が

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
結

果
、
常
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
些
細
な

こ
と
で
声
を
荒
ら
げ
て
し
ま
っ
た

り
、
そ
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て

し
ま
っ
た
自
分
を
責
め
て
し
ま
っ

た
り
と
、
親
も
つ
ら
い
思
い
を
経

験
し
て
い
ま
す
。

親
は
、
子
ど
も
の
「
あ
れ
も
し

た
い
」
「
こ
れ
が
い
い
」
な

ど
、
全
て
を
聞
き
入
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
で
き
る
こ
と
は
し

て
あ
げ
ら
れ
て
も
、
で
き
な
い
こ

と
は
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
。
子
ど

も
と
親
の
距
離
感
は
、
そ
れ
ぐ
ら

い
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

た
だ
、
親
が
し
て
あ
げ
ら
れ
な

い
こ
と
を
子
ど
も
が
要
求
し

て
き
た
場
合
は
、
頭
ご
な
し
に
否

定
せ
ず
、
ま
ず
は
「
そ
う
か
」
「
そ

う
な
の
ね
」
と
共
感
し
て
あ
げ
る

こ
と
が
対
応
の
コ
ツ
で
す
。
大
人

で
も
「
分
か
る
」
と
言
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
気
持
ち
が
ス
ー
ッ
と

落
ち
着
く
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、

共
感
は
心
の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

た
と
え
子
ど
も
の
言
い
分
に
賛

成
で
き
な
く
て
も
、
共
感
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
賛
成
や
反

対
で
は
な
く
、「
そ
う
な
ん
だ
」
「
そ

う
思
っ
て
い
る
の
ね
」
と
反
応
し

て
も
ら
え
る
習
慣
を
持
つ
子
ど
も

は
、
自
分
の
主
張
が
「
分
か
っ
て

も
ら
え
た
」
と
感
じ
る
こ
と
で
、

南
会
津
町
で
は
、
商
店
街
で
働

く
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地

域
の
見
守
り
を
し
て
い
る
人
、
子

育
て
を
応
援
す
る
職
に
就
く
人
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
に
向
き
合
い
す

ぎ
て
、
苦
し
く
な
っ
た
と
き
は
、

周
り
の
人
と
お
話
す
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

周
り
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
で

す
。
子
育
て
で
悩
む
方
と

お
話
し
す
る
と
き
は
、
子
育
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頭
ご
な
し
に

す
る
の
で
は
な
く
、
「
共
感
」
の

姿
勢
で
、
あ
り
の
ま
ま
受
け
止

め
て
く
だ
さ
い
。
「
共
感
」
か
ら

始
ま
る
豊
か
な
人
間
関
係
が
、

子
育
て
を
し
や
す
い
町
へ
の
第

一
歩
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

本
来
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
築

く
き
っ
か
け
に
な
る
場
で
、

つ
ら
い
思
い
を
経
験
し
て
し
ま
う

と
、
真
面
目
な
人
ほ
ど
次
の
機
会

に
心
を
開
く
こ
と
が
難
し
く
な
り

ま
す
。

過
去
の
精
神
医
学
の
研
究
で

は
、
「
子
育
て
中
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
年
代
や
職
業
、
生
い
立
ち
、

背
景
な
ど
を
持
っ
た
人
た
ち
と
接

す
る
こ
と
で
、
親
は
子
育
て
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
や
考
え
方
が
あ

る
こ
と
に
自
然
と
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
。
自
分
た
ち
夫
婦
に
は
な

い
、
た
く
さ
ん
の
考
え
方
に
触
れ

る
こ
と
で
、
『
こ
う
あ
る
べ
き
』
と

考
え
て
い
た
子
ど
も
像
か
ら
解
放

さ
れ
、
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
」
と
、
発

表
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
が
楽
し
く
な
る
ヒ
ン
ト

は
、
意
外
に
身
近
な
人
と
の

関
係
の
中
に
あ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

自
分
の
わ
が
ま
ま
に
気
づ
き
、
納

得
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
気
持
ち
を
落
ち
着
か

せ
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
が

自
分
で
決
め
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
「
共
感
」
す
る

方
法
は
お
す
す
め
で
す
。

子
育
て
に
奮
闘
す
る
親
も
子
ど

も
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
り
の

ま
ま
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
機

会
が
大
切
で
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
話
を
伺
う

と
、
子
育
て
に
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
、
子
ど
も
に
「
あ
れ
を
し
ち
ゃ

い
け
な
い
」
と
小
言
が
多
く
な
っ

て
し
ま
う
背
景
に
は
、
子
育
て
に

対
す
る
周
囲
の
無
理
解
や
無
関
心

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

一
般
的
に
、
日
頃
か
ら
真
面
目

に
子
育
て
に
向
き
合
っ
て
い

る
方
は
、
精
神
的
に
疲
れ
や
す
く
、

疲
れ
て
い
る
と
き
に
周
囲
の
冷
や

や
か
な
反
応
に
合
う
と
、
深
く
傷

つ
い
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
お
す
す
め
図
書
】

「
な
ん
だ
ろ
う 

な
ん
だ
ろ
う
」

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
／
作

役 場 か ら の お 知 ら せ
town office information
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5
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
2
回
町
議
会
臨

時
会
の
同
意
を
経
て
、
阿
久
津
啓
介
さ
ん
（
八

総
）
が
町
教
育
委
員
会
委
員
に
再
任
さ
れ
、
任

命
書
が
5
月
26
日
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
は
、
教
育
・
学
術
・
文
化
に
識
見

を
持
つ
方
の
中
か
ら
、
町
長
が
議
会
の
同
意
を

経
て
任
命
し
、
教
育
行
政
の
基
本
方
針
な
ど
の

決
定
に
関
わ
る
重
要
な
役
職
で
す
。

　

大
宅
町
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
豊
か
な
知
識
と

経
験
を
生
か
し
て
、
今
後
も
教
育
行
政
へ
の
力

強
い
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
、

阿
久
津
さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
に
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

　

阿
久
津
さ
ん
は
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

2
期
目
を
迎
え
、
任
期
は
4
年
間
で
す
。

教育委員の任に就いた阿久津さん㊥

阿久津啓介さんに教育委員任命書を交付
町教育委員会委員を再任

７月の納税こよみ
固  定  資  産  税　第２期
国民健康保険税　第１期
介  護  保  険  料　第１期
国   民   年   金　６月分
納期限は７月３１日（金）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-5050

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

　

6
月
9
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、
久
米

工
業
㈱
（
渡
部
雅
孝
代
表
取
締
役
）
の
皆

さ
ん
か
ら
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
工
事

現
場
の
周
辺
施
設
へ
各
種
衛
生
用
品
（
非
接

触
体
温
計
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
専
用
ボ

ト
ル
、
不
織
布
マ
ス
ク
な
ど
）
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
２
波
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
で
、
感
染
症
予
防
対
策
品
が

不
足
し
て
い
る
教
育
現
場
や
社
会
教
育
施
設
に

と
っ
て
、
今
回
の
寄
贈
は
大
変
あ
り
が
た
い
も

の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
に
も
衛

生
用
品
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

工事現場の周辺施設に衛生用品を寄贈
日頃の感謝を込めて地域貢献

公民館講座を通じて交流を深める
泥だらけになりながら田植えに挑戦！

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
6
月
7
日
に
、
公
民
館
講

座
「
親
子
で
挑
戦
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
回
学
習
会
に
は
、
12
組
34
名
の
親
子
が
参

加
さ
れ
、
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
素
足
の
ま
ま
田
ん
ぼ
に
入

り
、
泥
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、
田
植
え
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
親
子
間
の
交
流
は
も
ち

ろ
ん
、
新
し
い
友
だ
ち
と
の
交
流
も
深
ま
っ
た

よ
う
で
す
。

　

10
月
に
は
稲
刈
り
に
も
挑
戦
す
る
予
定
で
、

植
え
た
ば
か
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
稲
の
生
長

が
待
ち
遠
し
い
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
初

め
て
の
経
験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
目
が
輝
い

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
印
象
的
で
し
た
。

　

伊
南
小
学
校
で
は
、
総
合
学
習
の
時
間
を

活
用
し
て
椎
茸
や
舞
茸
な
ど
、
き
の
こ
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

1
・
2
年
生
の
複
式
学
級
で
は
舞
茸
の
菌
床

の
据
え
付
け
、
３
・
４
年
生
の
複
式
学
級
で
は

椎
茸
の
駒
打
ち
を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
ま
す
。
生

徒
た
ち
が
駒
打
ち
す
る
た
び
に
、
ト
ン
ト
ン
と

小
気
味
よ
い
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
栽
培
し

た
き
の
こ
は
、「
こ
ま
き
タ
イ
ム
発
表
会
」
の

場
で
販
売
を
す
る
そ
う
で
す
。

　

き
の
こ
栽
培
を
教
え
る
の
は
、
馬
場
一
久

さ
ん
（
青
柳
）。
こ
れ
ま
で
20
年
以
上
、
伊
南

小
学
校
や
南
郷
小
学
校
で
、
生
徒
た
ち
に
栽
培

技
術
を
教
え
て
き
ま
し
た
。「
生
徒
た
ち
が
熱

心
に
取
り
組
む
姿
を
、
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
、嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

椎茸の種菌を打ち込む生徒たち

椎茸の駒打ち、舞茸の据え付けを体験
総合学習の時間に「きのこ」栽培

　

田
島
連
合
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り

構
成
さ
れ
て
い
た
田
島
婦
人
消
防
隊
。
6
月

23
日
を
も
っ
て
、
長
年
の
予
防
消
防
活
動
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
の
出
初
式
や
検
閲
式
へ
の
参
加
を

通
じ
て
士
気
を
高
め
、
各
家
庭
へ
予
防
消
防
を

呼
び
か
け
る
な
ど
、
防
災
面
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
隊
員
の
高
齢
化
や
新

規
加
入
者
の
減
少
に
よ
り
活
動
継
続
が
困
難
に

な
り
ま
し
た
。

　

渡
部
和
代
隊
長
（
西
町
）
か
ら
は
「
今
後
も

変
わ
ら
ず
、
各
地
区
や
各
家
庭
で
、
よ
り
一
層

の
予
防
消
防
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
年
の
予
防
消
防
活
動
に
対
し
、
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

田島婦人消防隊の皆さん

長年の予防消防活動に幕を下ろす
田島婦人消防隊が解散

　

南
会
津
町
の
湿
原
を
守
る
会
（
室
井
英
彦
会

長
）
の
皆
さ
ん
が
「
美
し
の
森
づ
く
り
活
動
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
報

告
す
る
た
め
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

（一社）
全
国
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
三
浦
雄
一
郎
会
長
）
が
主

催
す
る
も
の
で
、
森
林
整
備
に
よ
る
景
観
の
保

全
や
向
上
、
動
植
物
の
保
護
活
動
な
ど
に
取
り

組
む
団
体
や
学
校
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

駒
止
湿
原
保
護
の
啓
発
活
動
や
外
来
種
の
駆

除
、
ブ
ナ
林
の
現
況
調
査
と
い
っ
た
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
被
害
に
よ
り
、
自
由
に
駒
止
湿

原
へ
入
山
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
復
旧

後
に
は
、
ブ
ナ
林
を
活
用
し
た
環
境
学
習
を
行

い
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

来庁された湿原を守る会の皆さん

美しの森づくり活動コンクール奨励賞を受賞
湿原保護の取り組みに尽力

御
蔵
入
交
流
館
へ
衛
生
用
品
を
手
渡
す

　
　
渡
部
代
表
取
締
役
㊥
と
大
内
さ
ん
㊧

田
島
第
二
小
学
校
へ
衛
生
用
品
を
手
渡
す

　
　
渡
部
常
務
取
締
役
㊨
と
室
井
さ
ん
㊥

慣
れ
な
い
作
業
で
も

　
　
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す

楽
し
い
田
植
え
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
親
子
の
会
話
も
弾
み
ま
す

ま ち の 話 題
news & topics
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防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集

し
ま
す
。

▼
海
上
自
衛
隊
・
航
空
自
衛
隊
の
航
空
学
生

　

海
上
自
衛
隊
の
航
空
学
生

　
　

高
卒
（
見
込
を
含
む
）
で
18
歳
以
上
23
歳

　
　

未
満
の
方

　

航
空
自
衛
隊
の
航
空
学
生

　
　

高
卒
（
見
込
を
含
む
）
で
18
歳
以
上
21
歳

　
　

未
満
の
方

　

9
月
10
日
（
木
）

▼
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

　

9
月
10
日
（
木
）

▼
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

　

年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

各
試
験
日
程
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
受
験
に
あ
た
っ
て
の

　

志
願
票
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　
https://w

w
w

.m
od.go.jp/gsdf/jieikan

　

boshu/
　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部　

会
津
若
松

　

出
張
所

　
（
〒
９
６
５
ー
０
８
２
５　

会
津
若
松
市

　

  

門
田
町
黒
岩
字
大
坪
57
番
地
１
）

　

０
２
４
２
（
２
７
）
６
７
２
４

６月 会議・行事名

１ 町職員辞令交付式 / 社会福祉法
人南会津会理事会 / 南会津地方
広域市町村圏組合管理者会 / 南
会津地方町村会理事会

２ 株主総会（会津高原リゾート、
会津高原フレンドカントリーク
ラブ）

３ 民生委員・児童委員厚生労働大
臣特別表彰伝達式

９ 課長会議
10 会津鉄道㈱第 34 回定時株主総

会・第 142 回取締役会

12 第 2 回議会定例会（初日）/ 議
会全員協議会

15 （一社）全国森林レクリエーショ
ン協会表彰伝達式

17 第 2 回議会定例会（２日目）
18 第 2 回議会定例会（３日目）
19 第 2 回議会定例会（４日目）/

町政懇談会

22 南会津地方広域市町村圏組合議
会臨時会

23 田島婦人消防隊解散式 / 福島県
土地改良事業団体連合会理事会

24 町土地区画整理審議会
29 福島県町村会自治功労者表彰伝

達式

30 町消防団第 2 支団芳賀進氏藍綬
褒章伝達式 / 課長会議

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 72

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

相
　
談

　

近
年
、
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
う
に
あ
た

り
、
労
働
契
約
締
結
時
や
就
業
時
に
、
労
働
関

係
法
令
違
反
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
多
く
の
新
入
生
が
ア
ル

バ
イ
ト
を
始
め
る
7
月
ま
で
の
期
間
を
「
ア
ル

バ
イ
ト
の
労
働
条
件
を
確
か
め
よ
う
！
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間
と
位
置
づ
け
、
労
働
条
件

の
確
保
お
よ
び
適
切
な
労
務
管
理
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
う
皆
さ
ん
へ
】

　

ア
ル
バ
イ
ト
中
に
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
項
目

が
あ
れ
ば
、
労
働
関
係
法
令
違
反
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
で
は
、

在
職
者
の
技
術
や
技
能
の
向
上
を
目
的
と
し
た

職
業
訓
練
（
テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
）
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
活
用
コ
ー
ス

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
技
術
な
ど
を
学
び
、

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
連
携
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
充
実

　

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

9
月
9
日
（
水
）、10
日
（
木
）、14
日
（
月
）、

　

15
日
（
火
）
の
計
4
日
間

　

各
日
と
も
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　
（
〒
９
６
９
ー
３
５
２
７　

喜
多
方
市
塩
川

　

  

町
御
殿
場
４
番
地
16
）

　

10
人

　

受
講
料　

４
７
０
０
円

　

教
材
費　

１
７
３
８
円

　

8
月
21
日
（
金
）

内日場定料

　

受
講
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

企
業
の
要
望
に
応
じ
て
コ
ー
ス
を
設
定
す
る

　
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　

０
２
４
１
（
２
７
）
３
２
２
１

　

０
２
４
１
（
２
７
）
３
３
１
２

　

aizu-ta@pref.fukushim
a.lg.jp

　

http://w
w

w
.tc-aizu.ac.jp/

締

注他問℡ＦＥHP

対締問℡ 注HP

バ
ス
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

対締対締

　

（公社）
福
島
県
バ
ス
協
会
で
は
、
7
月
の
1
カ
月

間
を
「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
バ
ス
の
乗
車
に
あ
た
っ
て
】

1
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒
な
ど
思
わ
ぬ  

　

ケ
ガ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
降
り
の

　

際
は
、
バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い
て

　

か
ら
席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

2
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て
い
ま
す
が
、

　

や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
満
席
の
た
め
、
お
立
ち
に

　

な
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
、
吊
革
や

　

握
り
棒
に
し
っ
か
り
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

（公社）
福
島
県
バ
ス
協
会

　

０
２
４
（
５
４
６
）
１
４
７
８

問℡ア
ル
バ
イ
ト
の
労
働
条
件
を

確
か
め
ま
し
ょ
う
！

　

労
働
条
件
で
お
困
り
の
方
は
、
労
働
条
件
相

談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1
お
店
が
忙
し
く
て
、
休
憩
時
間
が
も
ら
え

　

な
い
。

2
学
校
の
テ
ス
ト
が
あ
る
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　

シ
フ
ト
を
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。

3
開
店
の
準
備
や
片
付
け
に
取
り
組
ん
だ
時
間

　

の
給
料
が
も
ら
え
な
い
。

4
店
長
か
ら
「
食
事
に
行
こ
う
」
な
ど
と
、

　

し
つ
こ
く
誘
わ
れ
る
。

5
売
れ
残
っ
た
商
品
を
買
い
取
れ
と
言
わ
れ
て

　

し
ま
う
。

6
ア
ル
バ
イ
ト
を
辞
め
た
い
の
に
、
代
わ
り
の

　

人
を
見
つ
け
な
い
と
、
辞
め
さ
せ
て
も
ら
え

　

な
い
。

【
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
】

　

国
で
は
働
き
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
労
働
条
件
に
関
し
て
ご
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
用
す
る
に
あ
た
り
、

次
の
項
目
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
う
と
き
は
、
書
面
に
よ
る

　

労
働
条
件
の
明
示
が
必
要
で
す
。

※
労
働
者
が
希
望
す
る
場
合
は
、
メ
ー
ル
な
ど

　

プ
リ
ン
ト
で
き
る
も
の
を
通
じ
た
明
示
も
可

　

能
で
す

2
学
業
と
ア
ル
バ
イ
ト
が
両
立
で
き
る
よ
う
な

　

勤
務
時
間
の
シ
フ
ト
を
適
切
に
設
定
し
ま

　

し
ょ
う
。

※
使
用
者
が
一
方
的
に
シ
フ
ト
変
更
を
命
じ
る

　

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

3
ア
ル
バ
イ
ト
側
も
労
働
時
間
を
適
正
に
把
握

　

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
の
た
め
に
、
使
用

　

者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

　

ン
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4
ア
ル
バ
イ
ト
に
対
し
て
、
商
品
を
強
制
的
に

　

購
入
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　

一
方
的
に
商
品
の
代
金
を
賃
金
か
ら
控
除
す

　

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

5
ア
ル
バ
イ
ト
の
遅
刻
や
欠
勤
な
ど
に
対
し
て
、

　

あ
ら
か
じ
め
損
害
賠
償
額
を
定
め
る
こ
と
や

　

労
働
基
準
法
に
違
反
す
る
減
給
制
裁
を
行
う

　

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

月
～
金
の
平
日　

午
後
5
時
～
午
後
10
時

　

土
・
日
・
祝
日　

午
前
9
時
～
午
後
9
時

　

０
１
２
０
（
８
１
１
）
６
１
０

問日℡ 飼
い
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー
と

責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

犬
や
猫
に
限
ら
ず
、
動
物
を
飼
う
こ
と
に
は

責
任
が
伴
い
ま
す
。
責
任
と
は
、
動
物
が
健
康

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
（
命
を

預
か
る
責
任
）
と
、
社
会
や
近
隣
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
（
社
会
に
対
す
る
責

任
）
で
す
。

　

飼
い
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
正
し
く

責
任
を
持
っ
て
動
物
た
ち
を
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

【
命
を
預
か
る
責
任
】

1
ペ
ッ
ト
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
快
適
か
つ
安
全

　

に
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
、
ペ
ッ
ト
が
一
生

　

を
終
え
る
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

2
ペ
ッ
ト
も
年
を
取
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

　

や
症
状
が
現
れ
、
介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と

　

も
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
に
対
し
て
適
切
な
措

　

置
を
と
る
こ
と
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

3
安
易
な
繁
殖
に
よ
り
、
管
理
が
で
き
な
く
な

　

る
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
必
要
に

　

応
じ
て
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

4
万
が
一
ペ
ッ
ト
を
飼
い
続
け
る
こ
と
が
難
し

　

く
な
っ
た
場
合
は
、
責
任
を
持
っ
て
新
し
い

　

飼
い
主
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

5
適
切
な
世
話
が
で
き
な
け
れ
ば
、
飼
わ
な
い

　

決
断
も
必
要
で
す
。

6
災
害
時
に
備
え
、
ペ
ッ
ト
用
の
避
難
具

　
（
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
、
フ
ー
ド
、
水
、
ト
イ

　

レ
用
品
な
ど
）を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
社
会
に
対
す
る
責
任
】

1
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
近
隣
に
迷
惑
を
か

　

け
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
し
つ
け
や

　

訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

2
ペ
ッ
ト
の
糞
尿
や
体
毛
な
ど
で
、
公
共
の
場

　

を
汚
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

3
人
と
動
物
の
双
方
に
感
染
す
る
病
気
（
狂
犬

　

病
な
ど
）
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

　

自
分
や
他
人
へ
の
感
染
を
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

4
盗
難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
、
首
輪
や
名
札

　

な
ど
に
飼
い
主
の
情
報
を
し
っ
か
り
記
入

　

し
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
水
道
課　

環
境
衛
生
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
４
０

【
そ
の
他
】

　

飼
い
主
が
分
か
ら
な
い
犬
や
猫
を
保
護
し
た

場
合
は
、
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
会
津
支
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
会
津
支
所

　

０
２
４
２
（
２
９
）
５
５
１
７

問℡問℡
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心の健康相談のお知らせ
眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

期　日 時　間 場　所 そ　　の　　他

８月４日（火） 13：30～15：00 南会津保健福祉事務所
・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所　保健福祉課　電話０２４１- ６３- ０３０５

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

７月15日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

令和２年３月生まれ

７月29日（水） ３歳６か月児健診 平成28年12月生まれ

８月19日（水） ３歳６か月児健診 平成29年１月～２月生まれ

８月26日（水） ３～ 4 か月児健診 令和２年４月生まれ

●乳幼児健康相談

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

７月30日（木） ６～８か月児健康相談
13：30～13：45 健診ホール

（御蔵入交流館内）

令和元年11月～令和２年１月生まれ

８月25日（火） １歳児健康相談 令和元年７月～８月生まれ

月日 病　　院　　名 電　話

７月12日 長 谷 川 医 院（南会津町） 0241-62-0032

　　19日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141

　　26日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036

８月２日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780

　　９日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688

　　16日 耳 鼻 咽 喉 科 あ べ ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-62-8733

　　23日 朝 日 診 療 所 （只  見  町） 0241-84-2221

　　30日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

７ ・ ８月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　電話　０２４１- ６２- ６１８０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

３ 歳 ６ か 月 児 健 診
虫 歯 ゼ ロ の お 友 だ ち

今 月 は １ ３ 人 ！
森　 立

りゅうたろう
太 朗  くん（伊南）

〔大きくなったら...〕
　新幹線（ドクターイエロー）　
　の運転手になりたい！

小林　翔
と あ

空 くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　救急車の運転手として活躍
　したい！

渡部　椛
こ こ

香 ちゃん（田島）
〔大きくなったら...〕

　エルサ（アナと雪の女王）
　のようになりたい！

室井　 翔
しょうご

吾  くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　ウルトラマンのように強く
　なりたい！

猪股　ちさと ちゃん（田島）
〔大きくなったら...〕

　ひみつ戦士ファントミラージュ
　のようになりたい！

湯田　結
ゆいと

斗  くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　ものづくりが好きで、車屋
　さんになりたい！

江花　 朋
とも

 くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　魔進戦隊キラメイジャーの
　キラメイイエローになりたい！

阿久津　和
のどか

花 ちゃん（舘岩）
〔大きくなったら...〕

　ケーキ屋さんになってケーキ
　をつくりたい！

湯田　 刻
とき

  くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　忍者のように強くて格好よく
　なりたい！

猪股　逞
たくと

翔  くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　騎士竜戦隊リュウソウジャーの
　リュウソウレッドになりたい！

細井　佑
ゆたか

高 くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　パン屋さんになってパンを
　つくりたい！

高橋　唯
ゆいと

仁 くん（舘岩）
〔大きくなったら...〕

　仮面ライダーゼロワンのように
　格好よくなりたい！

湯田　和
かづき

貴 くん（舘岩）
〔大きくなったら...〕

　仮面ライダージオウのように
　格好よくなりたい！

３歳６か月児健診で 「虫歯ゼロ」 と

診断されたお子さんは

広報紙へ掲載させていただきます。

　　　写真撮影と簡単な質問に

　　　ご協力をお願いします。

健 康 通 信
health information
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館図書館へ行こう！

【一般図書】

天皇皇后両陛下が受けた特別講義　 KADOKAWA　編

１秒で分かる！人相術　　　　　　Love Me Do　著

できるテレワーク入門　　　　　　法林　岳之　著

ぱんぱかパン図鑑　　　　　　　　金子　健一　著

猫からのおねがい　　　　　　　服部　　幸　監修

メダカ品種図鑑２　　　　　　　　　　ピーシーズ

イライラしたら豆を買いなさい　林家　木久扇　著

やりすぎない筋トレ　　　　　　　　けーすけ　著

じんかん　　　　　　　　　　　　今村　翔吾　著

五年後に　　　　　　　　　　　咲沢　くれは　著

きたきた捕物帖　　　　　　　　宮部　みゆき　著

あの子の殺人計画　　　　　　　　天祢　　涼　著

事件持ち　　　　　　　　　　　伊兼　源太郎　著

食っちゃ寝て書いて　　　　　　小野寺　史宜　著

結婚させる家　　　　　　　　　　桂　　望実　著

イエロー・サブマリン　　　　　　小路　幸也　著

ダブル・トライ　　　　　　　　　堂場　瞬一　著

カインの傲慢　　　　　　　　　　中山　七里　著

侵略者（アグレッサー）　　　　　福田　和代　著

「山奥ニート」やってます。　　石井　あらた　著

【児童図書】

なぜ僕らは働くのか　　　　　　池上　　彰　監修

ざんねんないきもの事典さらに　今泉　忠明　監修 

わたしたちのカメムシずかん　　　鈴木　海花　文

ゆるゆるサメ図鑑　　　　　　　　　和音　まんが

花を楽しむ野菜図鑑　　　　　　　岩槻　秀明　著

ぼくたちの緑の星　　　　　　　小手鞠　るい　作

教室の日曜日　　　　　　　　　村上　しいこ　作

おんどりあるくよ　　　リチャード・キャスリー　さく

フンころがさず　　　　　　　　　大塚　健太　作

とのさまぶたまん　　　　　長野　ヒデ子　作・絵

ひみつがあります　　　　　　布川　愛子　絵と文

はいくないきもの　　　　　　　　皆川　　明　絵

花のすきなおおかみ　　　　きむら　ゆういち　文

プラスチック星にはなりたくない！　ニール・レイトン　作・絵

ホタルのアダムとほしぞらパーティー　　香川　照之　作

くろりすくんとしまりすくん　いとう　ひろし　作・絵

パンダオリンピックたいそう　　 いりやま　さとし　作

オニのふろめぐり　　　　　　岡田　よしたか　作

うりのつるくるくる　　　　　　　田島　征三　作

みずをくむプリンセス　　スーザン・ヴァーデ　文

新 着 本 の ご 案 内

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

開 館 カ レ ン ダ ー

８月 （Ａｕｇｕｓｔ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

７月 （Ｊｕｌｙ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

は休館日

児 童 向 け 展 示 図 書

　７月から図書館内のブラウジングコーナーに、小・中学生

向け「夏休みおすすめ本コーナー」をつくりました！

　下記の内容が展示されています。学校で配布した「夏休み

に読んでみようよ！」に記載されている本もありますよ！

　①課題図書　②自由研究　③工作　④実験　⑤読書感想文

　の書き方　⑥その他 夏休みのおすすめ本

　なお、コーナーに展示している本の貸出期間は２週間です。

課題図書のみ 1 人２冊までの貸出になり、期間の延長はでき

ませんので、ご注意ください。

　夏休みの宿題に困ったら、図書館にお越しください。解決

のヒントがありますよ。

【重要】

　・入館の際はマスクを着用してください。

　・入退館時に手指の消毒にご協力ください。

　・長時間の滞在はご遠慮ください。

◆今月の特集では、県立南会津高等学校の校歌をご紹介しま
　した。皆さんは、母校の校歌を覚えていますか？調べて
　みると、意外な歴史が見つかるかもしれません。
◆ジメジメとした季節になりました。西日本では猛烈な雨が
　観測されています。災害への備えを心がけましょう。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　津 吹 雅 之
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まちの文芸

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和２年７月１日現在

総人口 １５，０７９ 人 （－２３）
男 ７，４１２ 人 （－１０）
女 ７，６６７ 人 （－１３）

世帯数 ６，５５７ 世帯 （－　２）
※（　）内は前月比　
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　町では、新型コロナウイルス感染症の影響による消費の落ち込みなどを受け、売り上げが減少し、経営の
安定に支障が生じている事業者を対象に、給付金を支給しています。なお、事業の継続や雇用の維持、
新しい生活様式への対応などに関わる経費を支援することを目的としています。

　Q １　給付の対象は？
　　町内に事業所などを有する個人事業主（個人農家を除く）や中小企業者など（農業法人、医療法人、
　ＮＰＯ法人を含む）のうち、令和元年度に事業所得があり、所得を申告している事業者を対象とします。
　ただし、町内に本社機能がない大型店、町から指定管理料や運営費補助などの支援を受けている団体、
　宗教上の組織もしくは団体などを除きます。

　Q ２　給付を受ける条件は？
　　新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年３月から令和２年８月までのいずれかの月で、前年
　同月比20％以上売り上げが減少していることが条件です。前年と売り上げが比較できない事業者（創業
　１年未満の事業者など）は、ご相談ください

　Q ３　給付金はいくらもらえるの？
　　一律10万円を給付します。さらに、売り上げが50％以上減少し、かつ従業員（事業主や家族従
　業員、会社役員を除く）を常時雇用している事業者には、金額を加算します。

　Q ４　どうやって申請するの？
　　町役場１階多目的ホール、各総合支所振興課、町商工会に申請書類を備え付けてあります。町ホーム
　ページからもダウンロード可能です。記入を終えた申請書類は、返信用封筒に同封の上、原則郵送で
　提出してください。

売 上 額 雇 用 人 数 給 付 金 額

前 年 同 月 比   ▲ 2 0 ％ 以 上 ー 1 0 万 円

前 年 同 月 比   ▲ 5 0 ％ 以 上
1 ～ 4 人 3 0 万 円（ 加 算 後 ）

5 人 以 上 5 0 万 円（ 加 算 後 ）

　申請に必要な書類をチェック！

　　□前年度の確定申告書（写し）

　　□月別の売り上げが確認できる台帳など（写し）

　　□開業届や営業許可証など、事業実態が確認できる資料（写し）

　　※創業１年未満の事業者に限る

　　□振込口座が確認できる資料（通帳の写し）

　　※国の持続化給付金を受給している事業者などは、申請手続きが　

　　　簡素化されます。

申 請 期 限
　 令 和 ２ 年 ９ 月 ３ ０ 日（ 木 ）

緊急経済対策応援給付金

申請はお済みですか？

　町役場１階多目的ホールおよび各総合支所振興課で、
申請に関する相談に対応しています。国や県の給付金など
の相談も受け付けています。
　ご不明な点があれば、お気軽にご相談ください。

　【緊急経済対策応援給付金専用窓口】

　　　　　　　　　　電話　０５７０－０５－６７３３


